
1─　　─

閔氏政権の成立と展開

は
じ
め
に

閔
氏
政
権
は
、
一
八
七
三
年
一
一
月
か
ら
一
八
九
四
年
六
月
ま
で
（
陰
暦
に
よ

る
）、
二
度
の
短
い
中
断
期
（
一
八
八
二
年
六
〜
七
月
の
壬
午
軍
乱
、
第
二
次
大
院

君
政
権
期
と
一
八
八
四
年
一
〇
月
の
甲
申
政
変
時
）
は
あ
る
が
、
二
〇
年
以
上
存
続

し
た
。
閔
氏
政
権
の
時
期
は
、
日
本
や
欧
米
諸
国
と
の
条
約
調
印
に
よ
る
開
国
、
開

化
政
策
の
採
用
と
そ
の
推
進
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
政
治
・
経
済
・
文
化
が
大

き
く
変
動
し
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
存
続
し
た
閔
氏
政
権

は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
政
権
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
の

か
、
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
近
代
史
研
究
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

筆
者
は
「
閔
氏
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
考
察（

１
）」

を
発
表
し
て
以
来
、
閔
氏

政
権
の
権
力
構
造
に
関
す
る
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
、
政
権
上
層
部
の
重
要
官
職
就

任
者
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
を
行
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の
こ
れ

ま
で
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
閔
氏
政
権
の
権
力
構
造
、
構
成
原
理
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
閔
氏
政
権
の
諸
政
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
開
化
政

策
・
外
交
政
策
の
面
に
つ
い
て
簡
単
な
問
題
提
起
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
い
。
論

ず
る
と
こ
ろ
の
重
点
を
前
者
に
置
き
、（
１
）
閔
氏
政
権
期
の
政
権
上
層
部
の
構
成
、

（
２
）
政
権
を
掌
握
し
た
閔
氏
一
族
の
範
囲
、（
３
）
閔
氏
一
族
の
政
権
獲
得
の
要
因
、

（
４
）
閔
氏
政
権
の
中
枢
部
の
変
動
、（
５
）
閔
氏
政
権
と
開
化
政
策
・
外
交
政
策
、

と
い
う
順
に
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い（

２
）。

一　

閔
氏
政
権
期
の
政
権
上
層
部
の
構
成

閔
氏
政
権
は
、
高
宗
の
妃
（
明
成
皇
后
）
に
つ
な
が
る
閔
氏
一
族
が
政
権
中
枢
部

を
占
め
た
政
権
で
あ
る
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
成
皇
后
を
出
し
た

一
族
は
、
老
論
に
属
す
る
驪
興
閔
氏
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
閔
氏
政
権
は
外
戚
政

権
で
あ
り
、
老
論
政
権
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
閔
氏
政
権
期
に
お
い
て
老
論
及
び

老
論
の
驪
興
閔
氏
が
政
権
上
層
部
に
お
い
て
占
め
た
比
重
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
の

か
を
、
政
権
上
層
部
＝
中
央
高
官
就
任
者
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
結
果
を
通

じ
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

中
央
官
庁
の
中
心
に
位
置
す
る
の
は
、
最
高
行
政
官
庁
で
あ
る
議
政
府
と
行
政
実

務
を
分
掌
し
た
六
曹
（
吏
曹
・
兵
曹
・
戸
曹
・
礼
曹
・
刑
曹
・
戸
曹
）
で
あ
る
。
他

の
官
庁
の
高
官
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
議
政
府
・
六
曹
の
高
官
経
験
者
で
あ
る
か
、

閔
氏
政
権
の
成
立
と
展
開
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そ
の
兼
任
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
央
高
官
総
体
の
構
成
の
分
析
は
、
議
政
府
・
六

曹
の
高
官
（
議
政
と
六
曹
の
判
書
、
参
判
、
参
議
）
の
構
成
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
よ
い
。

議
政
・
判
書
就
任
者
（
正
二
品
以
上
）、
参
判
就
任
者
（
従
二
品
）、
参
議
就
任
者

（
正
三
品
通
政
大
夫
）
の
総
数
と
党
派
別
構
成
を
、
大
院
君
政
権
期
（
一
八
六
三
年

一
二
月
〜
一
八
七
三
年
一
一
月
）、
閔
氏
政
権
前
半
期
（
甲
申
政
変
前
ま
で
）、
同
後

半
期
（
甲
申
政
変
後
）
に
つ
い
て
見
る
と
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
院
君
政
権

期
も
加
え
て
い
る
の
は
、
比

較
の
た
め
で
あ
る（

３
）。

な
お
、

大
院
君
政
権
期
の
参
議
就
任

者
数
は
、
記
録
に
一
部
欠
落

が
あ
る
た
め
、
全
体
の
八

二
・
二
％
程
度
と
推
定
さ
れ

る
数
字
で
あ
る（

４
）。

表
１
か
ら
は
、
大
院
君
政

権
期
に
や
や
抑
え
ら
れ
て
い

た
老
論
の
勢
力
が
、
閔
氏
政

権
期
に
入
っ
て
伸
張
し
、
後

半
期
に
は
「
老
論
優
位
体
制

の
極
大
化
」
と
い
う
状
況
に

達
し
た
こ
と
、
反
面
に
お
い

て
南
人
・
北
人
の
勢
力
が
閔

氏
政
権
期
に
は
後
退
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

姓
氏
別
構
成
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
各
期
ご
と
に
議
政
・
判
書
就
任
者
、
参
判
就

任
者
、
参
議
就
任
者
を
多
数
出
し
た
姓
氏
（
総
数
の
二
・
五
％
以
上
を
占
め
る
も
の
）

に
限
っ
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
議
政
・
判
書
就
任
者

大
院
君
政
権
期
に
は
老
論
の
安
東
金
氏
一
四
、
老
論
の
全
州
李
氏
八
、
少
論
の
全

州
李
氏
六
、
老
論
の
南
陽
洪
氏
五
、
老
論
の
清
風
金
氏
四
、
老
論
の
平
山
申
氏
四
、

老
論
の
驪
興
閔
氏
四
、
老
論
の
大
丘
徐
氏
四
、
少
論
の
東
萊
鄭
氏
四
の
順
で
多
い
。

閔
氏
政
権
前
半
期
に
は
老
論
の
安
東
金
氏
一
一
、
老
論
の
全
州
李
氏
一
〇
、
老
論
の

光
山
金
氏
六
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
六
、
老
論
の
南
陽
洪
氏
六
、
少
論
の
東
萊
鄭
氏
六
、

老
論
の
豊
壌
趙
氏
五
、
老
論
の
大
丘
徐
氏
五
、
老
論
の
潘
南
朴
氏
四
、
老
論
の
青
松

沈
氏
四
、
宗
室
四
の
順
で
多
い
。
後
半
期
に
は
老
論
の
驪
興
閔
氏
一
二
、
老
論
の
全

州
李
氏
一
一
、
老
論
の
安
東
金
氏
六
、
老
論
の
光
山
金
氏
六
、
老
論
の
豊
壌
趙
氏
五
、

老
論
の
楊
州
趙
氏
四
、
老
論
の
青
松
沈
氏
四
と
い
う
よ
う
に
、
老
論
が
上
位
を
独
占

し
て
い
る
。

○
参
判
就
任
者

大
院
君
政
権
期
に
は
老
論
の
全
州
李
氏
一
三
、
老
論
の
安
東
金
氏
九
、
老
論
の
豊

壌
趙
氏
五
、
南
人
の
清
州
韓
氏
四
の
順
で
多
い
。
閔
氏
政
権
前
半
期
に
は
老
論
の
安

東
金
氏
一
一
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
一
〇
、
老
論
の
全
州
李
氏
九
、
老
論
の
光
山
金
氏

七
、
少
論
の
全
州
李
氏
六
、
少
論
の
豊
壌
趙
氏
六
、
老
論
の
徳
水
李
氏
五
、
老
論
の

南
陽
洪
氏
五
、
老
論
の
宜
寧
南
氏
五
、
少
論
の
大
丘
徐
氏
五
の
順
で
多
い
。
後
半
期

に
は
老
論
の
驪
興
閔
氏
一
九
、
老
論
の
安
東
金
氏
一
二
、
老
論
の
全
州
李
氏
一
一
、

老
論
の
大
丘
徐
氏
八
、
老
論
の
光
山
金
氏
七
の
順
で
多
い
。

表１�　大院君政権期・閔氏政権前半期・閔氏政権後半期における政
権上層部の党派別構成

大院君政権期 閔氏政権前半期 閔氏政権後半期

議政・判書
就任者

総数
老論
少論
南人
北人

139名
  79（56.8％）
  34（24.5　）
  12（  8.6　）
  13（  9.4　）

122名
  82（67.2％）
  25（20.5　）
　6（  4.9　）
　5（  4.1　）

131名
  96（73.3％）
  22（16.8　）
　6（  4.6　）
　4（  3.1　）

参判就任者 総数
老論
少論
南人
北人

151名
  74（49.0％）
  39（25.8　）
  20（13.2　）
  10（  6.6　）

202名
115（56.9％）
  50（24.8　）
  18（  8.9　）
    6（  3.0　）

233名
140（60.2％）
  53（22.7　）
  13（  5.8　）
　7（  2.9　）

参議就任者 総数
老論
少論
南人
北人

261名
108（41.4％）
  59（22.6　）
  39（14.9　）
  17（  6.5　）

241名
111（46.1％）
  51（21.2　）
  31（12.9　）
  18（  7.5　）

326名
154（47.2％）
  65（19.9　）
  37（11.3　）
  33（10.1　）
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閔氏政権の成立と展開

○
参
議
就
任
者

大
院
君
政
権
期
に
は
老
論
の
全
州
李
氏
九
、
少
論
の
潘
南
朴
氏
七
、
老
論
の
光
山

金
氏
六
、
少
論
の
豊
壌
趙
氏
六
、
老
論
の
清
風
金
氏
六
、
老
論
の
豊
壌
趙
氏
六
な
ど

が
多
く
の
就
任
者
を
出
し
て
い
る
。
閔
氏
政
権
前
半
期
に
は
老
論
の
全
州
李
氏
一

一
、
老
論
の
安
東
金
氏
一
一
、
少
論
の
豊
壌
趙
氏
八
、
老
論
の
光
山
金
氏
七
、
老
論

の
豊
壌
趙
氏
七
、
老
論
の
青
松
沈
氏
六
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
六
、
老
論
の
大
丘
徐
氏

六
、
少
論
の
潘
南
朴
氏
六
の
順
で
多
い
。
後
半
期
に
は
老
論
の
安
東
金
氏
一
四
、
老

論
の
全
州
李
氏
一
二
、
老
論
の
光
山
金
氏
一
二
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
九
、
少
論
の
東

萊
鄭
氏
八
の
順
で
多
い
。

老
論
の
驪
興
閔
氏
は
、
大
院
君
政
権
期
に
は
議
政
・
判
書
就
任
者
に
お
い
て
上
位

に
位
置
し
て
い
た
が
、
閔
氏
政
権
期
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
ラ
ン
ク
に
お
い
て
も

老
論
の
安
東
金
氏
、
老
論
の
光
山
金
氏
、
老
論
の
全
州
李
氏
と
な
ら
ん
で
上
位
を
占

め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
後
半
期
に
は
前
半
期
に
比
し
て
い
っ
そ
う
勢
力
を
拡
大

し
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

二　

政
権
を
掌
握
し
た
閔
氏
一
族
の
範
囲

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
政
権
を
掌
握
し
た
老
論
の
閔
氏
一
族
は
、
驪
興
閔
氏
と

い
う
姓
氏
の
中
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
集
団
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点

を
検
討
し
よ
う
。

（
一
）
驪
興
閔
氏
の
歴
史

驪
興
閔
氏
は
高
麗
以
来
の
名
門
両
班
で
あ
り
、
始
祖
と
称
さ
れ
る
閔
称
道
の
曾
孫

に
当
た
る
閔
令
謨
（
一
一
一
四
〜
九
三
）
は
門
下
侍
中
に
至
っ
た
。
閔
令
謨
の
子
に

は
、
閔
湜
（
ビ
ン
シ
ョ
ク
。
刑
部
尚
書
）
と
閔
公
珪
が
い
た
が
、
二
人
の
子
孫
は
そ

れ
ぞ
れ
有
力
な
系
統
と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
閔
氏
政
権
の
中
枢
と
な
っ
た
老

論
の
驪
興
閔
氏
は
、
ど
の
よ
う
な
系
統
に
属
す
る
の
か
、
驪
興
閔
氏
略
系
図
（
論
文

末
に
五
つ
に
分
割
し
て
掲
載
し
た
）
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う（

５
）。

系
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
閔
湜
の
子
孫
の
主
な
も
の
は
Ａ
〜
Ｅ
の
系
統
に
分
か
れ

た
。
閔
湜
の
曾
孫
は
、
閔
漬
（
ビ
ン
シ
。
一
二
四
八
〜
一
三
二
四
）
で
あ
り
、
忠
宣

王
の
時
代
に
都
僉
議
政
丞
に
昇
り
、
史
書
『
本
朝
編
年
綱
目
』
を
編
纂
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
こ
の
閔
漬
の
子
に
祥
正
・
祥
伯
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
閔
祥
正
（
一
二
八
一
〜
一
三
五
二
）
の
子
孫
に
つ
い
て
み
る
と
、
閔
祥
正

の
曾
孫
で
あ
る
閔
好
礼
・
好
問
か
ら
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
た
。
閔
好
礼
の
系
統
か

ら
は
閔
好
礼
の
孫
に
閔
孝
曽
（
一
四
四
八
〜
一
五
一
三
）
が
出
て
、
一
六
世
紀
初
め

に
靖
国
功
臣
・
驪
川
府
院
君
・
左
参
賛
と
な
っ
た
。
閔
孝
曽
の
曾
孫
で
あ
る
閔
中
男

（
一
五
四
〇
〜
一
六
〇
五
。
初
名
は
忠
男
）、
閔
夢
龍
（
一
五
五
〇
〜
一
六
一
八
）、

閔
馨
男
（
一
五
六
四
〜
一
六
五
九
）
は
党
争
の
開
始
期
に
北
人
に
属
し
、
閔
中
男
は

礼
曹
参
判
・
驪
興
君
、
閔
夢
龍
は
光
海
君
時
代
の
右
議
政
、
閔
馨
男
は
右
賛
成
・
吏

曹
判
書
と
な
っ
た
。
系
図
２
に
登
場
す
る
閔
中
男
の
子
孫
（
Ａ
の
系
統
）、
閔
夢
龍

の
子
孫
（
Ｂ
の
系
統
）、
閔
馨
男
の
子
孫
（
Ｃ
の
系
統
）
は
み
な
北
人
で
あ
り
、
Ａ

の
系
統
か
ら
閔
氏
政
権
期
に
出
た
閔
種
默
は
兵
曹
判
書
・
督
辦
交
渉
通
商
事
務
な
ど

の
要
職
に
就
任
し
た
。
閔
好
問
の
子
孫
（
Ｄ
の
系
統
）
か
ら
は
、
系
図
２
に
示
す
よ

う
に
閔
聖
徽
（
一
五
八
二
〜
一
六
四
七
。
戸
曹
判
書
）
が
出
た
が
、
そ
の
子
孫
は
少

論
に
属
し
た
。

次
に
閔
祥
伯
の
子
孫
に
つ
い
て
み
る
と
、
閔
祥
伯
の
曾
孫
に
閔
大
生
（
一
三
七
二

〜
一
四
六
七
。
中
枢
院
副
使
）・
閔
紹
生
が
出
た
が
、
閔
大
生
の
子
孫
か
ら
も
複
数
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の
文
科
合
格
者
を
出
し
て
い
る
が
、
大
院
君
政
権
期
・
閔
氏
政
権
期
に
活
躍
し
た
人

物
を
出
し
て
い
る
の
は
閔
紹
生
の
子
孫
の
系
統
（
Ｅ
の
系
統
）
で
あ
る
。
閔
紹
生
の

娘
（
閔
孝
源
の
姉
）
は
宋
玹
寿
の
夫
人
と
な
り
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
が
一
四
五

四
年
に
端
宗
（
一
四
四
一
〜
五
七
。
在
位
一
四
五
二
〜
五
五
）
の
妃
（
定
順
王
后
。

一
四
四
〇
〜
五
七
）
と
な
っ
た
。
端
宗
が
一
四
五
五
年
に
叔
父
の
世
祖
（
在
位
一
四

五
五
〜
六
八
）
に
譲
位
さ
せ
ら
れ
た
後
、
五
七
年
に
宋
玹
寿
が
上
王
（
端
宗
）
の
復

位
を
謀
っ
た
と
し
て
絞
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
閔
孝
源
の
子
で
あ
る
閔
懐
参
（
司
憲
府

執
義
）
は
こ
の
謀
叛
事
件
に
連
累
し
て
済
州
島
に
流
配
さ
れ
た
。
閔
懐
参
の
三
男
・

閔
継
点
（
長
水
県
監
）
の
子
孫
は
継
点
の
玄
孫
で
あ
る
閔
汝
寛
の
代
以
降
、
全
羅
道

綾
州
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
系
図
２
の
Ｅ
系
統
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
閔
汝

寛
の
七
代
孫
で
あ
る
閔
胄
顕
（
一
八
〇
八
〜
八
二
）
は
閔
氏
政
権
前
半
期
に
兵
曹
参

判
と
な
っ
た
が
、
奇
正
鎮
・
宋
穉
圭
・
洪
直
弼
ら
の
門
人
で
あ
り
、
老
論
に
属
し
た
。

閔
汝
寛
の
次
男
は
閔
聃
齢
（
一
六
一
七
〜
六
五
）
で
あ
る
が
、
聃
齢
の
孫
で
あ
る
閔

済
章
（
一
六
七
一
〜
一
七
二
九
。
統
制
使
）
は
遠
く
Ｋ
の
系
統
（
閔
思
完
の
子
孫
）

か
ら
晩
洙
（
一
七
〇
九
〜
五
九
）
を
養
子
と
し
、
晩
洙
の
六
代
孫
で
あ
る
閔
泳
采
（
一

八
六
六
〜
？
）
は
Ｉ
の
系
統
に
養
子
に
入
っ
た
。
閔
泳
采
は
閔
氏
政
権
期
よ
り
も
後

に
な
る
が
、
李
完
用
政
権
期
（
一
九
〇
七
〜
一
〇
）
の
一
九
〇
八
年
に
奎
章
閣
副
提

学
（
勅
任
官
）
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
の
系
統
も
Ｋ
の
系
統
も
老
論
に
属
し
た
（
後
に

ま
た
言
及
す
る
）
の
で
、
閔
聃
齢
の
子
孫
も
老
論
の
家
門
で
あ
っ
た
。

以
上
は
閔
湜
の
子
孫
で
あ
る
が
、
閔
公
珪
の
子
孫
は
、
閔
公
珪
の
曾
孫
に
閔
宗
儒

（
一
二
四
五
〜
一
三
二
四
。
僉
議
賛
成
事
）、
玄
孫
に
閔
頔
（
ビ
ン
テ
キ
。
一
二
六
九

〜
一
三
三
五
。
密
直
司
事
進
賢
館
大
提
学
）
が
出
て
、
有
力
な
家
系
と
な
り
、
閔
頔

の
子
で
あ
る
閔
愉
（
密
直
提
学
、
驪
城
君
）、
閔
忭
（
ビ
ン
ベ
ン
。
？
〜
一
三
三
七
、

驪
興
君
）
の
後
孫
は
朝
鮮
王
朝
の
時
代
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

閔
忭
の
子
で
あ
る
閔
霽
（
ビ
ン
セ
イ
。
一
三
三
九
〜
一
四
〇
八
）
は
太
宗
（
在
位

一
四
〇
〇
〜
一
八
）
の
時
代
に
門
下
左
政
丞
・
驪
興
府
院
君
に
昇
り
、
そ
の
娘
は
太

宗
妃
（
元
敬
王
后
、
一
三
六
五
〜
一
四
二
〇
）
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
太
宗
の
外
戚

抑
制
策
に
よ
っ
て
閔
霽
の
子
で
あ
る
閔
無
害
・
無
疾
ら
の
兄
弟
は
自
尽
を
命
ぜ
ら
れ

て
、
そ
の
後
孫
の
勢
力
は
衰
え
た
。
し
か
し
、
閔
無
疾
の
子
孫
か
ら
は
、
系
図
５
の

Ｍ
系
統
に
示
す
よ
う
に
、
一
九
世
紀
後
半
に
閔
泳
愚
・
応
植
の
父
子
が
現
れ
、
閔
応

植
は
Ｉ
系
統
に
属
す
る
左
議
政
閔
鎮
遠
の
嫡
系
に
養
子
と
し
て
入
り
、
閔
氏
政
権
後

半
期
に
は
権
力
の
中
枢
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
閔
泳
愚
の
祖
父
で

あ
る
閔
致
訥
（
一
七
七
三
〜
一
八
六
三
）
の
妹
は
、
金
逌
根
（
キ
ン
ユ
ウ
コ
ン
。
一

七
八
五
〜
一
八
四
〇
）
の
後
室
（
一
七
九
三
〜
？
）
と
な
っ
て
い
た
。
金
逌
根
は
老

論
の
安
東
金
氏
に
よ
る
世
道
政
治
を
開
始
し
た
金
祖
淳
（
一
七
六
五
〜
一
八
三
二
）

の
子
で
あ
り
、
純
祖
妃
（
純
元
王
后
。
一
七
八
九
〜
一
八
五
七
）
の
兄
で
あ
る
。
当

時
最
有
力
で
あ
っ
た
老
論
の
外
戚
家
門
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
Ｍ
系
統
は
老
論
の
家
門
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
閔
霽
の
弟
で
あ
る
閔
開
、

閔
開
の
子
・
閔
不
貪
の
子
孫
（
Ｎ
系
統
）
は
一
八
世
紀
以
降
に
は
、
老
論
系
の
武
臣

を
輩
出
し
て
、
閔
氏
政
権
期
ま
で
至
っ
た
。

閔
忭
の
兄
で
あ
る
閔
愉
の
子
孫
の
う
ち
、
閔
愉
の
曾
孫
で
あ
る
閔
沖
源
、
閔
沖
源

の
曾
孫
で
あ
る
閔
斉
仁
（
一
四
九
三
〜
一
五
四
九
。
左
賛
成
）、
閔
斉
仁
の
玄
孫
で

あ
る
閔
光
勲
（
一
五
九
五
〜
一
六
五
九
。
江
原
道
観
察
使
）、
閔
光
勲
の
子
で
あ
る

閔
蓍
重
・
鼎
重
・
維
重
兄
弟
と
連
な
り
、
閔
蓍
重
ら
三
兄
弟
（
彼
ら
の
子
孫
を
三
房

派
と
称
し
た
）
を
中
心
と
し
た
閔
思
容
（
閔
斉
仁
の
長
男
。
一
五
一
五
〜
七
九
。
文

川
郡
守
）
の
子
孫
の
系
統
（
系
図
３
〜
５
に
示
し
た
Ｉ
の
系
統
）
が
一
七
世
紀
以
降
、
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閔氏政権の成立と展開

大
い
に
繁
栄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
房
派
は
す
べ
て
老
論
の
家
門
で
あ
り
、
閔
思

容
の
長
男
で
あ
る
閔
汝
健
（
一
五
三
八
〜
八
五
。
新
寧
県
監
）
の
子
孫
で
あ
る
が
、

閔
汝
健
の
諸
弟
で
あ
る
閔
汝
俊
（
一
五
三
九
〜
九
九
）・
閔
汝
信
（
一
五
五
四
〜
？
）・

閔
汝
任
（
一
五
五
九
〜
一
六
〇
七
。
工
曹
参
判
）・
閔
汝
倹
（
一
五
六
四
〜
一
六
二
七
。

蔚
山
府
使
）・
閔
汝
佶
ら
の
子
孫
と
の
間
に
養
子
を
出
し
た
り
（
出
系
）、
逆
に
養
子

を
得
て
い
る
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
閔
汝
健
諸
弟
の
子
孫
（
系
図
５
に
示
す
）
も
三

房
派
と
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
老
論
に
属
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
閔
汝
健
諸
弟
の
子

孫
だ
け
で
な
く
、
閔
思
容
の
弟
で
あ
る
閔
思
寛
の
子
孫
（
Ｊ
系
統
）、
閔
斉
仁
の
弟

で
あ
る
閔
斉
英
（
唐
津
県
監
）
の
子
で
あ
る
閔
思
完
・
閔
思
寧
兄
弟
の
子
孫
（
そ
れ

ぞ
れ
Ｋ
系
統
、
Ｌ
系
統
）
も
、
三
房
派
や
閔
汝
健
諸
弟
子
孫
に
養
子
を
出
し
て
い
て
、

三
房
派
と
連
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
系
統
も
老
論
に
属
し
て
い
た
。

閔
沖
源
の
兄
で
あ
る
閔
澄
源
の
子
孫
か
ら
も
、
一
七
世
紀
以
降
に
繁
栄
し
た
家
門

が
現
れ
た
。
閔
澄
源
の
玄
孫
で
あ
る
閔
箕
（
一
五
〇
四
〜
六
八
。
右
議
政
）
の
子
孫
、

閔
箕
の
従
弟
で
あ
る
閔
筍
（
一
五
一
三
〜
五
八
）
の
子
孫
、
閔
箕
の
再
従
兄
で
あ
る

閔
宗
胤
（
一
四
九
三
〜
一
五
八
三
）
の
子
孫
で
あ
る
。
系
図
２
に
示
し
た
閔
箕
の
子

孫
（
Ｆ
系
統
）、
閔
宗
胤
の
子
孫
（
Ｈ
系
統
）
は
老
論
家
門
で
あ
る
。
閔
筍
の
子
孫
は
、

筍
の
玄
孫
の
世
代
に
老
少
の
分
裂
に
遭
い
、
閔
最
（
一
六
三
一
〜
八
九
）
の
子
孫
、

閔
興
魯
（
一
六
五
四
〜
九
四
。
府
使
）
の
子
孫
は
老
論
家
門
、
閔
師
魯
（
一
六
五
〇

〜
一
七
一
八
）
の
子
孫
、
閔
晟
（
一
六
四
三
〜
一
七
〇
〇
。
兵
使
）
の
子
孫
は
少
論

家
門
と
な
っ
た
。
Ｈ
系
統
の
う
ち
、
閔
仁
俊
（
一
五
八
〇
〜
一
六
五
七
。
水
使
）
の

玄
孫
で
あ
る
閔
廷
楺
（
ビ
ン
テ
イ
ジ
ュ
ウ
。
一
六
九
九
〜
一
七
二
九
）
は
兄
の
子
の

学
煥
（
一
七
一
三
〜
八
四
）
を
養
子
と
し
た
が
、
学
煥
は
Ｆ
系
統
の
彦
周
（
一
七
四

〇
〜
七
六
）
を
養
子
と
し
、
彦
周
は
Ｇ
系
統
の
閔
最
の
子
孫
で
あ
る
閔
懋
鉉
（
一
七

七
三
〜
一
八
四
八
）
を
養
子
と
し
た
。
こ
の
閔
懋
鉉
の
長
女
（
一
八
〇
七
〜
？
）
は
、 

哲
宗
妃
（
哲
仁
王
后
。
一
八
三
七
〜
七
八
）
の
父
で
あ
る
領
敦
寧
府
事
・
永
恩
府
院

君
金
汶
根
（
一
八
〇
一
〜
六
三
）
の
後
室
と
な
り
、 

哲
宗
妃
と
金
炳
弼
（
一
八
三
九

〜
七
〇
。
礼
曹
判
書
）
を
生
ん
で
い
る
。
金
汶
根
の
娘
が
王
妃
と
な
っ
た
の
は
一
八

五
一
年
で
あ
る
が
、
閔
懋
鉉
も
そ
の
子
の
閔
洙
鳳
（
一
八
〇
一
〜
三
七
）
も
死
去
し

て
お
り
、
閔
懋
鉉
の
兄
の
閔
始
懋
の
孫
で
あ
る
閔
羲
軾
（
一
八
二
九
〜
？
）
が
洙
鳳

の
養
子
と
な
っ
て
い
た
。
閔
羲
軾
は
大
院
君
政
権
期
に
文
科
に
登
第
し
、
閔
氏
政
権

前
半
期
に
は
兵
曹
参
判
に
昇
っ
た
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
通
じ
て
、
第
一
に
、
閔
氏
政
権
期
に
政
権
を
掌
握
し
た
老

論
の
驪
興
閔
氏
は
三
房
派
を
中
核
と
し
、
閔
汝
健
諸
弟
の
子
孫
で
補
完
さ
れ
た
家
門

の
連
合
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
二
に
閔
斉
仁
の
弟
・
閔
斉
英
の

子
孫
（
Ｋ
・
Ｌ
系
統
）、
閔
無
疾
の
子
孫
（
Ｍ
系
統
）、
閔
祥
伯
の
子
孫
（
Ｅ
系
統
）、

閔
澄
源
の
子
孫
（
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
系
統
）
の
う
ち
に
広
く
存
在
し
た
老
論
家
門
も
結
集

し
て
、
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
三
房
派
の
歴
史

前
項
に
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
、
次
に
は
三
房
派
が
成
立
し
、
勢
力
を
保
っ
て

い
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

閔
光
勲
の
三
人
の
男
子
、
閔
蓍
重
（
ビ
ン
シ
ジ
ュ
ウ
。
一
六
二
五
〜
七
七
。
大
司

憲
。
号
は
訒
齋
）、
閔
鼎
重
（
一
六
二
八
〜
九
二
。
左
議
政
。
号
は
老
峯
）、
閔
維
重

（
一
六
三
〇
〜
八
七
）
は
と
も
に
高
官
に
昇
り
、
彼
ら
の
後
孫
は
、
老
論
家
門
と
し

て
大
い
に
繁
栄
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
房
派
と
称
さ
れ
た
。
こ
と
に
閔
維
重
は
、
兵

曹
判
書
に
陞
っ
た
が
、
そ
の
娘
が
粛
宗
の
継
妃
（
仁
顕
王
后
。
一
六
六
七
〜
一
七
〇
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一
）
と
な
り
、
領
敦
寧
府
事
・
驪
陽
府
院
君
に
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
孫
は
外
戚
、
国

舅
の
子
孫
と
し
て
三
房
派
の
な
か
で
も
最
有
力
の
地
位
を
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

閔
蓍
重
の
後
孫
（
訒
斎
［
ジ
ン
サ
イ
］
派
。
訒
斎
は
蓍
重
の
号
）
か
ら
は
、
閔
鎮

周
（
一
六
四
六
〜
一
七
〇
〇
。
蓍
重
の
次
男
、
吏
曹
判
書
）、
閔
応
洙
（
一
六
八
四

〜
一
七
五
〇
。
鎮
周
の
次
男
、
右
議
政
）、
閔
台
爀
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
六
。
蓍

重
の
玄
孫
、
祀
孫
家
を
嗣
ぐ
。
礼
曹
判
書
）、
閔
命
爀
（
一
七
五
四
〜
一
八
一
八
。

応
洙
の
孫
、
礼
曹
判
書
）、
閔
致
文
（
一
七
七
九
〜
一
八
五
四
。
命
爀
の
子
、
戸
曹

参
判
）
が
粛
宗
時
代
（
在
位
一
六
七
四
〜
一
七
二
〇
）
中
期
か
ら
憲
宗
の
時
代
（
在

位
一
八
三
四
〜
四
九
）
ま
で
に
か
け
て
出
た
。

閔
鼎
重
の
後
孫
（
老
峯
派
。
老
峯
は
鼎
重
の
号
）
か
ら
は
、
閔
鎮
長
（
一
六
四
九

〜
一
七
〇
〇
。
鼎
重
の
長
男
、
右
議
政
）、
閔
昌
爀
（
一
七
四
〇
〜
一
八
一
三
。
鎮

長
の
曾
孫
、
戸
曹
参
判
）
が
粛
宗
時
代
の
中
期
か
ら
純
祖
の
時
代
（
在
位
一
八
〇
〇

〜
三
四
）
に
か
け
て
出
た
。
こ
の
派
は
鼎
重
の
男
子
が
鎮
長
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に

も
よ
っ
て
、
勢
力
が
相
対
的
に
弱
か
っ
た
。

閔
維
重
の
後
孫
（
驪
陽
派
。
驪
陽
は
維
重
の
府
院
君
号
）
か
ら
は
、
閔
鎮
厚
（
一

六
五
九
〜
一
七
二
〇
。
維
重
の
長
男
、
兵
曹
判
書
）、
閔
鎮
遠
（
一
六
六
四
〜
一
七

三
六
。
維
重
の
次
男
、
左
議
政
）、
閔
遇
洙
（
一
六
九
四
〜
一
七
五
六
。
山
林
。
鎮

厚
の
次
男
。
大
司
憲
）、
閔
亨
洙
（
一
六
九
〇
〜
一
七
四
一
。
鎮
遠
の
次
男
、
咸
鏡

道
観
察
使
）、
閔
通
洙
（
一
六
九
六
〜
一
七
四
二
。
鎮
遠
の
三
男
、
広
州
府
尹
）、
閔

百
奮
（
一
七
二
三
〜
九
三
。
鎮
厚
の
長
男
で
あ
る
翼
洙
の
長
男
、
成
均
館
大
司
成
）、

閔
百
祥
（
一
七
一
一
〜
六
一
。
亨
洙
の
長
男
、
右
議
政
）、
閔
百
興
（
一
七
一
五
〜

七
四
。
亨
洙
の
次
男
、
兵
曹
判
書
）、
閔
耆
顕
（
一
七
五
二
〜
一
八
一
一
。
百
奮
の

長
男
、
吏
曹
参
判
）、
閔
鍾
顕
（
一
七
四
五
〜
九
八
。
遇
洙
の
次
男
で
あ
る
百
兼
〔
一

七
一
九
〜
四
七
。
進
士
〕
の
子
、
吏
曹
判
書
）、
閔
弘
烈
（
一
七
三
五
〜
七
七
。
百

祥
の
長
男
、
吏
曹
参
判
）、
閔
致
成
（
一
七
七
三
〜
一
八
五
三
。
閔
鎮
遠
の
嫡
系
曾

孫
で
あ
る
養
顕
〔
一
七
四
二
〜
一
八
〇
三
。
承
政
院
承
旨
〕
の
次
男
、
礼
曹
判
書
）

が
粛
宗
時
代
の
後
期
か
ら
哲
宗
の
時
代
に
か
け
て
出
た
。

（
三
）
閔
氏
政
権
期
に
お
け
る
老
論
の
驪
興
閔
氏
の
高
官

以
上
の
二
項
に
お
け
る
検
討
を
通
じ
て
、
一
七
世
紀
末
以
降
、
三
房
派
を
中
心
に

し
て
老
論
の
驪
興
閔
氏
の
勢
力
が
形
成
さ
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
過
程
を
確
認
で
き

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
閔
氏
政
権
期
に
議
政
・
判
書
、
漢
城
府
判
尹
、
参
判
、
漢
城

府
左
尹
・
右
尹
、
参
議
、
承
旨
な
ど
の
高
官
に
就
任
し
た
者
の
う
ち
、
老
論
の
驪
興

閔
氏
の
諸
家
門
に
属
す
る
者
を
系
統
別
に
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
に
な
る
。
斜
線

の
上
側
は
閔
氏
政
権
前
半
期
に
、
下
側
は
閔
氏
政
権
後
半
期
に
高
官
に
就
任
し
た
者

で
あ
り
。
上
側
の
う
ち
で
＊
印
を
付
し
た
者
は
後
半
期
に
も
就
任
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
論
文
末
に
該
当
者
の
生
没
年
、
科
挙
合
格
年
、
品
階
の
昇
進
状
況
、
主

要
な
官
職
歴
を
示
し
た
一
覧
表
（
表
２
、
表
３
）
を
付
し
た
。

訒
斎
派　

八
名
：
閔
徳
鎬
、
＊
閔
泳
駿
、
＊
閔
斗
鎬
／
閔
世
鎬
、
閔
正
植
、
閔
泳

国
、
閔
泳
稷
、
閔
泳
粛

老
峯
派　

三
名
：
閔
亀
鎬
、
閔
昌
植
、
／
閔
丙
漢

驪
陽
派　

三
三
名
：
閔
致
久
、
閔
致
庠
、
＊
閔
泳
緯
、
閔
奎
鎬
、
閔
謙
鎬
、
閔
台

鎬
、
閔
泳
穆
、
＊
閔
泳
商
、
＊
閔
泳
翊
、
閔
致
万
、
＊
閔
泳
奎
、
＊
閔
致
序
、

＊
閔
応
植
、
＊
閔
泳
煥
、
＊
閔
丙
奭
、
＊
閔
泳
韶
、
＊
閔
璟
鎬
／
閔
泳
達
、
閔

吉
鎬
、
閔
炯
植
、
閔
丙
承
、
閔
京
鎬
、
閔
宗
植
、
閔
啓
鎬
、
閔
泳
綺
、
閔
亨
植
、

閔
致
憲
、
閔
致
長
、
閔
泳
喆
、
閔
泳
敦
、
閔
泳
瓚
、
閔
泳
琦
、
閔
商
鎬
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閔氏政権の成立と展開

閔
汝
健
の
諸
弟
の
後
孫　

六
名
：
／
閔
観
植
、
閔
敬
鎬
、
閔
泳
玉
、
閔
泳
柱
、
閔

泳
寿
、
閔
致
駿

そ
の
他
の
系
統　

三
名
：
＊
閔
羲
軾
、
＊
閔
泳
愚
／
閔
馨
植
、

　
　
　
　

計　
　

五
三
名
（
前
半
期　

二
四
名
、
後
半
期　

四
三
名
）

三
房
派
が
中
心
で
あ
り
、
な
か
で
も
驪
陽
派
の
占
め
る
比
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か

る
。

三　

閔
氏
一
族
の
政
権
獲
得
の
要
因

そ
れ
で
は
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
は
な
ぜ
政
権
を
獲
得
で
き
た
か
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い（

６
）。

第
一
に
、
高
宗
と
王
妃
閔
氏
と
の
婚
姻
が
成
立
し
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
が
国
王
の

外
戚
と
な
り
え
た
要
因
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
興
宣
君
（
大
院
君
）
と
老
論
の
驪
興
閔
氏
と
の
姻
戚
関
係

が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
興
宣
君
の
父
、
南
延
君
（
一
七
八

八
〜
一
八
三
六
）
は
も
と
も
と
、
第
一
六
代
国
王
仁
祖
（
在
位
一
六
二
三
〜
四
九
）

の
第
三
王
子
で
あ
る
麟
坪
大
君
㴭
（
リ
ン
ペ
イ
タ
イ
ク
ン
ヨ
ウ
。
一
六
二
二
〜
五
八
）

の
後
孫
で
、
宗
室
（
王
族
）
で
あ
っ
た
の
は
曾
祖
父
の
安
興
君
埱
ま
で
で
あ
っ
た
。

李
寀
重
（
リ
サ
イ
ジ
ュ
ウ
）
と
名
の
っ
て
い
た
彼
は
、
一
八
一
五
年
末
に
恩
信
君
禛

（
一
七
五
三
〜
七
一
。
正
祖
の
異
母
弟
）
の
後
嗣
に
立
て
ら
れ
、
王
族
と
な
り
、
南

延
君
球
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
延
君
夫
人
（
す
な
わ
ち
、
興
宣
君
の
母
）
は

閔
景
爀
（
一
七
四
六
〜
一
八
一
五
）
の
四
女
（
一
七
八
四
〜
一
八
三
一
）
で
あ
っ

た（
７
）。

閔
景
爀
は
、
老
峯
派
の
閔
昌
爀
の
弟
（
百
憲
の
次
男
）
で
、
父
の
従
兄
弟
に
当

た
る
閔
百
徴
（
一
七
〇
七
〜
二
七
）
の
嗣
子
と
な
っ
て
い
た
。
閔
景
爀
の
官
職
は
繕

工
監
監
役
に
過
ぎ
ず
、
閔
百
徴
も
無
官
の
ま
ま
夭
折
し
て
い
た
か
ら
（『
驪
興
閔
氏

族
譜
』
に
よ
る
）、
勢
力
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

興
宣
君
昰
応
（
一
八
二
〇
〜
九
八
）
は
南
延
君
の
四
男
で
あ
る
が
、
興
宣
君
の
夫

人
に
は
閔
致
久
（
一
七
九
五
〜
一
八
七
四
）
の
長
女
（
一
八
一
八
〜
九
八
）
が
迎
え

ら
れ
た
。
閔
致
久
は
閔
維
重
の
三
男
に
当
た
る
閔
鎮
永
（
一
六
八
二
〜
一
七
二
四
。

金
化
県
監
）
の
玄
孫
、
閔
端
顕
（
一
七
六
八
〜
一
八
五
八
。
僉
知
中
枢
府
事
）
の
次

男
で
あ
り
、
当
時
は
驪
陽
派
の
傍
流
と
言
っ
て
よ
い
位
置
に
あ
っ
た
。

閔
致
久
の
次
男
・
升
鎬
（
一
八
三
〇
〜
七
四
）
は
興
宣
君
夫
人
の
弟
で
あ
る
が
、

閔
維
重
嫡
系
（
祀
孫
）
の
閔
致
禄
（
一
七
九
〇
〜
一
八
五
八
。
掌
楽
院
僉
正
。
閔
耆

顕
の
子
）
の
嗣
子
と
な
っ
た
。
致
禄
の
娘
は
後
の
王
妃
で
あ
る
が
。
興
宣
君
は
そ
の

夫
人
を
介
し
て
、
驪
陽
派
の
祀
孫
家
と
近
親
の
関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
高
宗
の

即
位
後
、
一
八
六
六
年
三
月
（
以
下
、
年
月
は
陰
暦
に
よ
る
）
に
閔
致
禄
の
一
人
娘

は
王
妃
（
一
八
五
一
〜
九
五
。
明
成
皇
后
）
と
な
り
、
閔
致
禄
は
領
敦
寧
府
事
・
驪

城
府
院
君
に
追
贈
さ
れ
た
。
興
宣
君
夫
人
が
閔
致
禄
の
娘
を
王
妃
に
迎
え
る
こ
と
を

大
院
君
に
勧
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
興
宣
君
は
そ
の
母
以
来
、
三
代
に

わ
た
っ
て
老
論
の
驪
興
閔
氏
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
、
こ
の
時
点
で
は
大
院
君
と
王
妃
の
一
族
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
判

断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
大
院
君
政
権
時
代
に
、
一
九
世
紀
半
ば
に
は
や
や
弱
ま
っ
て
い
た
老
論

の
驪
興
閔
氏
の
勢
力
が
伸
張
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。

憲
宗
の
時
代
に
は
参
判
就
任
者
に
閔
致
成
、
閔
致
文
の
二
人
が
あ
っ
た
だ
け
で
、

判
書
就
任
者
は
な
か
っ
た
。
哲
宗
の
時
代
の
う
ち
、
一
八
五
〇
年
代
ま
で
は
、
閔
致

成
が
四
代
の
王
（
正
祖
・
純
祖
・
憲
宗
・ 

哲
宗
）
に
仕
え
て
八
〇
歳
を
超
え
た
と
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い
う
理
由
で
礼
曹
判
書
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
短
期
）
ほ
か
は
、
参
判
就
任
者
は
閔
致
文

だ
け
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

老
論
の
驪
興
閔
氏
の
勢
力
が
上
昇
に
向
か
う
の
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
四
〇
年
代
に
文
科
に
登
第
し
た
閔
致
庠
・
閔
泳
緯
が
参
判

に
就
任
し
、
一
八
五
九
年
に
文
科
に
登
第
し
た
閔
奎
鎬
も
哲
宗
末
年
の
一
八
六
三
年

に
は
参
議
に
就
任
し
た
。

高
宗
の
即
位
に
よ
っ
て
、
そ
の
外
祖
父
で
あ
る
閔
致
久
は
、
一
八
六
四
年
一
月
に

は
工
曹
参
議
、
五
月
に
は
刑
曹
参
判
、
一
二
月
に
は
工
曹
判
書
と
急
速
に
昇
進
し
た
。

ま
た
閔
升
鎬
は
一
八
六
四
年
一
〇
月
に
文
科
に
及
第
し
、
六
六
年
一
月
に
は
早
く
も

通
政
大
夫
に
進
み
、
承
旨
つ
い
で
礼
曹
参
議
と
な
っ
た
。
六
七
年
一
月
に
戸
曹
参
判

に
進
み
、
都
承
旨
、
吏
曹
参
判
、
工
曹
参
判
な
ど
を
歴
任
し
て
、
七
二
年
二
月
に
刑

曹
判
書
に
進
み
、
以
後
、
兵
曹
判
書
、
吏
曹
判
書
を
歴
任
し
た
。
閔
致
庠
（
一
八
二

五
〜
八
八
）
は
一
八
六
九
年
五
月
に
正
二
品
と
な
り
（
公
忠
〔
忠
清
〕
道
観
察
使
の

と
き
）、
七
〇
年
一
二
月
以
降
、
刑
曹
・
礼
曹
・
工
曹
・
兵
曹
の
判
書
を
歴
任
し
た
。

閔
泳
緯
（
一
八
一
八
〜
八
六
）
も
一
八
七
三
年
四
月
に
刑
曹
判
書
に
進
ん
だ
。
閔
奎

鎬
（
一
八
三
六
〜
七
八
）
は
一
八
六
九
年
一
月
に
刑
曹
参
判
に
昇
進
し
た
。
閔
升
鎬

の
実
弟
・
閔
謙
鎬
（
一
八
三
八
〜
八
二
）
は
一
八
六
七
年
四
月
に
文
科
に
登
第
し
、

六
八
年
八
月
に
は
承
旨
と
な
り
、
七
二
年
一
二
月
に
は
礼
曹
参
判
に
昇
進
し
た
。
閔

奎
鎬
の
実
兄
・
閔
台
鎬
（
一
八
三
四
〜
八
四
）
は
一
八
七
〇
年
三
月
に
文
科
に
及
第

し
、
九
月
に
は
早
く
も
通
政
大
夫
に
進
み
、
兵
曹
参
知
と
な
っ
た
。
こ
の
他
に
、
三

房
派
か
ら
は
参
議
・
承
旨
ク
ラ
ス
に
文
科
合
格
者
で
は
な
い
閔
致
友
（
一
七
九
九
〜

一
八
七
〇
。
閔
致
久
の
実
弟
）、
閔
致
序
（
一
八
一
七
〜
九
一
。
閔
致
庠
の
兄
）、
閔

定
鎬
（
一
八
〇
四
〜
八
六
。
の
ち
亀
鎬
）
な
ど
が
就
任
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
大
院

君
政
権
末
に
は
、
三
房
派
は
判
書
就
任
者
四
名
、
参
判
就
任
者
二
名
、
参
議
・
承
旨

就
任
者
四
名
を
擁
し
、
哲
宗
末
に
比
し
て
そ
の
陣
容
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
の
で
あ
る
。
閔
致
久
・
閔
升
鎬
と
そ
の
近
親
が
、
大
院
君
及
び
高
宗
の
外
戚
と
し

て
優
遇
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
閔
致
久
・
閔
升
鎬
・
閔
謙
鎬
・
閔
台
鎬
ら

の
昇
進
の
急
速
さ
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
二
〇
歳
代
に
入
っ
た
高
宗
が
「
親
政
」
を
志
向
し
、
大
院
君
の
退
陣
を

計
画
す
る
と
、
王
妃
と
閔
升
鎬
が
こ
れ
を
支
持
し
、
大
院
君
の
南
人
・
北
人
登
用
、

老
論
抑
制
策
に
反
発
し
た
老
論
の
名
門
を
結
集
す
る
の
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

結
集
の
範
囲
は
明
確
で
は
な
い
が
、
閔
氏
政
権
成
立
直
後
の
人
事
の
動
向
か
ら
見

て
、
老
論
の
豊
壌
趙
氏
の
趙
寧
夏
（
一
八
四
五
〜
八
四
）・
趙
成
夏
（
一
八
四
五
〜

八
一
）、
老
論
の
光
山
金
氏
の
金
輔
鉉
（
一
八
二
六
〜
八
二
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と

み
て
よ
く
、
ま
た
、
政
権
成
立
直
後
に
閔
升
鎬
が
老
論
の
名
門
の
結
集
を
拡
大
す
る

こ
と
に
努
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
趙
寧
夏
・
趙
成
夏
は
、
大
王

大
妃
趙
氏
（
翼
宗
〔
孝
明
世
子
を
追
尊
〕
妃
。
神
貞
王
后
。
一
八
〇
八
〜
九
〇
）
の

一
族
で
あ
り
、
純
祖
・
憲
宗
・
哲
宗
の
外
戚
で
あ
る
老
論
の
安
東
金
氏
に
つ
い
で
有

力
な
外
戚
一
族
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
一
族
と
の
連
携
に
成
功
し
た
こ
と
は
、
と
く
に

大
き
な
意
味
を
持
っ
た
と
言
え
る
。

第
四
に
老
論
の
驪
興
閔
氏
、
と
く
に
三
房
派
が
老
論
屈
指
の
名
門
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
と
く
に
王
妃
の
実
家
、
驪
陽
派
の
祀
孫
家
は
二
国
舅
（
国
舅
は
王
妃
の
父
）

の
家
と
な
り
、
そ
の
尊
貴
と
栄
誉
は
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

一
八
七
四
年
一
一
月
に
閔
升
鎬
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
と
き
の
高
宗
の
対
応
を
見
る

と
、
よ
く
分
か
る
。
当
初
、
閔
升
鎬
の
子
が
ま
だ
生
き
て
い
た
一
一
月
三
〇
日
に
は
、

「
両
世
の
国
舅
の
香
火
、
念
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
し
て
右
参
賛
閔
奎
鎬
に
摂
祀
を
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命
じ
て
い
る
。
そ
の
子
も
亡
く
な
る
と
、
閔
台
鎬
の
一
人
息
子
・
閔
泳
翊
（
一
八
六

〇
〜
一
九
一
四
）
を
継
嗣
に
立
て
る
手
続
き
が
取
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
二
月
一

一
日
に
、
こ
の
と
き
京
畿
観
察
使
で
あ
っ
た
閔
台
鎬
は
上
疏
し
て
、
礼
斜
（
養
子
の

裁
許
書
）
の
礼
曹
へ
の
申
請
は
、
宗
中
が
台
鎬
の
意
見
を
聴
か
ず
に
お
こ
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、「
大
宗
の
尊
き
と
雖
も
、
小
宗
よ
り
長
を
奪
う
可
か
ら
ざ
る
有
る
な
り
。

臣
、
四
世
の
宗
を
以
て
し
、
臣
の
兄
弟
、
他
に
生
息
す
る
無
く
、
只
、
臣
の
子
一
人

有
る
の
み
に
し
て
孑
孑
と
し
て
伝
世
す
。
今
、
威
命
に
怵
（
お
そ
）
れ
迫
ら
れ
、
近

廟
を
捨
て
て
遠
宗
を
継
が
ば
、
則
ち
臣
、
礼
訓
に
於
い
て
果
た
し
て
如
何
な
る
人
な

ら
ん
や
」
と
述
べ
て
、
継
嗣
を
他
に
求
め
る
よ
う
請
願
し
た
。
閔
台
鎬
が
「
四
世
の

宗
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
閔
亨
洙
─
百
祥
─
弘
燮
─
致
三
─
台
鎬
と
続
い
て
き
た

家
系
の
こ
と
で
あ
り
、
閔
台
鎬
は
閔
亨
洙
・
百
祥
の
祭
祀
を
絶
や
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
に
対
し
て
、
高
宗
は
「
卿
も
亦
、
驪
陽
の
孫

な
り
。
情
を
以
て
礼
を
以
て
其
の
香
火
の
重
き
と
為
す
を
念
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
且
つ
已

で
に
礼
斜
の
啓
下
有
れ
ば
、
則
ち
是
れ
君
命
な
り
。
是
く
の
如
き
陳
疏
、
反
り
て
道

理
に
非
ざ
る
な
り
」
と
答
え
、
大
宗
で
あ
る
驪
陽
府
院
君
家
の
祭
祀
の
方
が
重
要
で

あ
る
と
し
て
、
台
鎬
の
訴
え
を
退
け
た
（『
承
政
院
日
記
』
高
宗
一
一
年
甲
戌
一
一

月
二
九
日
、
一
二
月
一
〇
日
、
一
二
月
一
一
日
）。
高
宗
は
驪
陽
府
院
君
家
の
祭
祀

が
絶
え
な
い
よ
う
に
、
介
入
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
措
置
の
実
行
を
命
じ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
驪
陽
府
院
君
家
の
地
位
と
権
威
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

王
妃
、
閔
升
鎬
、
閔
泳
翊
は
そ
の
こ
と
を
政
治
的
に
充
分
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

四　

閔
氏
政
権
中
枢
部
の
変
動

閔
氏
政
権
の
成
立
と
と
も
に
、
外
戚
と
し
て
政
権
の
中
心
（
世
道
）
の
地
位
に

座
っ
た
の
は
、
王
妃
の
兄
で
あ
る
閔
升
鎬
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
閔
升
鎬
は
右
に
記

し
た
よ
う
に
一
八
七
四
年
一
一
月
に
急
死
し
た
の
で
、
世
道
の
地
位
は
閔
奎
鎬
に

移
っ
た
。
こ
れ
を
初
め
と
し
て
、
世
道
の
地
位
は
比
較
的
短
期
に
移
動
し
た
。
以
下
、

世
道
の
地
位
の
移
動
を
中
心
に
し
て
、
閔
氏
政
権
の
中
枢
部
が
ど
の
よ
う
に
変
動
し

た
か
を
考
察
し
よ
う（

８
）。

（
一
）
閔
升
鎬
の
世
道

一
八
七
三
年
一
一
月
か
ら
七
四
年
一
一
月
ま
で
は
、
閔
升
鎬
が
政
権
を
掌
握
し
た

閔
氏
一
族
の
中
心
（
世
道
）
の
地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
権
獲
得
直
後
に
、
生

母
（
閔
致
久
の
妻
）
が
亡
く
な
り
、
閔
升
鎬
は
実
弟
の
閔
謙
鎬
と
と
も
に
服
喪
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
の
執
権
は
変
則
的
な
形
態
と
な
っ
た
。
閔
升
鎬
の

政
権
掌
握
か
ら
間
も
な
い
七
四
年
二
月
に
王
妃
閔
氏
は
王
子
を
生
ん
だ
（
の
ち
の
純

宗
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
老
論
の
驪
興
閔
氏
の
外
戚
と
し
て
の
地
位
は
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
期
間
に
、
閔
奎
鎬
は
都
承
旨
、
吏
曹
参
判
を
経
て
、
一
八
七
四
年
一
〇
月
に

礼
曹
判
書
に
昇
進
し
た
。
閔
致
庠
は
水
原
府
留
守
で
あ
っ
た
が
、
七
四
年
一
一
月
に

戸
曹
判
書
と
な
っ
た
。
閔
台
鎬
は
七
四
年
八
月
に
黄
海
道
観
察
使
か
ら
京
畿
観
察
使

に
転
任
し
た
。
こ
の
よ
う
に
閔
升
鎬
は
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
の
政
治
的
基
盤
を
強
化

す
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
七
四
年
一
一
月
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
。

こ
の
期
間
に
、
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
領
議
政
李
裕
元
（
少
論
の

慶
州
李
氏
）、
右
議
政
朴
珪
寿
（
老
論
の
潘
南
朴
氏
）、
議
政
府
有
司
堂
上
・
武
衛
都

統
使
の
趙
寧
夏
、
議
政
府
有
司
堂
上
の
金
輔
鉉
、
都
承
旨
の
金
炳
始
（
老
論
の
安
東

金
氏
）
な
ど
で
あ
っ
た
。



10─　　─

（
二
）
閔
奎
鎬
の
世
道

一
八
七
四
年
一
一
月
か
ら
七
八
年
一
〇
月
ま
で
は
、
閔
奎
鎬
が
世
道
の
地
位
に

あ
っ
た
。
閔
奎
鎬
が
世
道
の
地
位
を
確
保
し
た
の
は
、
閔
泳
翊
が
閔
升
鎬
の
嗣
子
と

な
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
実
兄
の
閔
台
鎬
に
説
得
し
て
、
王
妃
の
信
任
を
得
た
た
め

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
閔
升
鎬
の
嗣
子
と
な
っ
た
閔
泳
翊
の
実
の
叔
父
と

し
て
、
王
妃
と
血
縁
的
に
近
い
関
係
に
な
っ
た
こ
と
、
す
で
に
判
書
の
地
位
と
な
っ

て
い
た
こ
と
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

閔
奎
鎬
が
世
道
と
な
っ
て
一
年
ほ
ど
が
経
過
し
た
一
八
七
六
年
二
月
に
日
朝
修
好

条
規
に
調
印
し
た
こ
と
は
、
対
外
政
策
の
大
き
な
転
換
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も

な
い
七
六
年
七
月
に
閔
奎
鎬
は
実
弟
の
閔
台
鎬
と
と
も
に
、
母
の
喪
に
服
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
以
後
は
再
び
変
則
的
な
執
権
と
な
っ
た
。
閔
奎
鎬
は
七
八
年
一
〇
月

の
喪
明
け
後
、
病
気
と
な
り
、
右
議
政
に
任
命
さ
れ
て
間
も
な
く
死
亡
し
た
。
七
七

年
二
月
に
喪
が
明
け
た
閔
謙
鎬
は
、
四
月
に
議
政
府
有
司
堂
上
、
七
月
に
は
刑
曹
判

書
、
九
月
に
は
兵
曹
判
書
と
な
っ
て
地
位
を
強
化
し
た
。
ま
た
閔
泳
翊
が
七
七
年
四

月
に
一
八
歳
で
文
科
に
登
第
し
、
そ
れ
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
七
八
年
二
月
に
は
通

政
大
夫
に
昇
り
、
六
月
に
は
都
承
旨
、
九
月
に
は
議
政
府
副
有
司
堂
上
と
な
っ
て
、

年
少
な
が
ら
急
速
に
政
権
の
中
枢
に
入
っ
た
。
こ
の
他
、
戸
曹
判
書
を
続
け
た
閔
致

庠
、
都
承
旨
・
議
政
府
有
司
堂
上
の
閔
泳
穆
を
含
め
て
、
閔
氏
一
族
の
政
治
的
基
盤

は
着
実
に
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
期
間
に
、
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
領
議
政
李
最
応
（
宗
室
、

興
寅
君
。
大
院
君
の
兄
）、
訓
錬
大
将
趙
寧
夏
、
議
政
府
有
司
堂
上
趙
成
夏
、
宣
恵

庁
堂
上
金
輔
鉉
、
議
政
府
有
司
堂
上
・
兵
曹
判
書
・
宣
恵
庁
堂
上
の
金
炳
始
、
議
政

府
有
司
堂
上
趙
寅
熙
（
少
論
の
楊
州
趙
氏
）、
議
政
府
有
司
堂
上
沈
舜
沢
（
老
論
の

青
松
沈
氏
）、
都
承
旨
沈
履
沢
（
老
論
の
青
松
沈
氏
、
舜
沢
の
弟
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
三
）
閔
謙
鎬
・
閔
台
鎬
の
世
道

一
八
七
八
年
一
〇
月
か
ら
八
二
年
六
月
の
壬
午
軍
乱
勃
発
ま
で
は
、
閔
謙
鎬
・
閔

台
鎬
の
二
人
が
世
道
の
地
位
に
あ
っ
た
。
彼
ら
が
世
道
の
地
位
を
確
保
し
た
の
は
、

閔
謙
鎬
は
閔
升
鎬
の
実
弟
、
閔
台
鎬
は
閔
泳
翊
の
実
父
で
あ
り
、
王
妃
と
血
縁
的
に

近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
閔
謙
鎬
は
武
衛
都
統
使
・
御
営
大
将
・
宣
恵
庁

堂
上
・
経
理
統
理
機
務
衙
門
事
を
歴
任
し
、
軍
事
・
財
政
の
実
権
を
掌
握
し
た
。
閔

台
鎬
は
七
八
年
一
二
月
に
刑
曹
判
書
に
昇
進
し
、
以
後
、
吏
曹
判
書
・
兵
曹
判
書
・

武
衛
都
統
使
・
経
理
統
理
機
務
衙
門
事
・
左
賛
成
を
歴
任
し
た
。
ま
た
閔
泳
翊
は
七

八
年
一
二
月
に
従
二
品
に
進
み
、
議
政
府
有
司
堂
上
と
な
り
、
の
ち
経
理
統
理
機
務

衙
門
事
と
な
っ
た
。
八
二
年
二
月
に
は
閔
台
鎬
の
長
女
（
閔
泳
翊
の
実
妹
。
一
八
七

二
〜
一
九
〇
四
）
が
王
世
子
嬪
と
な
っ
た
（
純
宗
の
即
位
後
、
純
明
皇
后
と
追
尊
さ

れ
る
）。
こ
う
し
て
、
老
論
の
驪
興
閔
氏
は
二
代
に
わ
た
る
外
戚
と
し
て
の
地
位
を

獲
得
し
た
。

閔
謙
鎬
・
閔
台
鎬
・
閔
泳
翊
の
他
に
、
閔
致
庠
は
吏
曹
判
書
・
経
理
統
理
機
務
衙

門
事
、
閔
泳
緯
は
吏
曹
判
書
と
な
っ
た
。
閔
泳
穆
は
七
九
年
二
月
に
正
二
品
に
進
み
、

広
州
府
留
守
、
工
曹
・
礼
曹
・
刑
曹
の
判
書
を
歴
任
し
た
。
閔
泳
商
は
七
九
年
三
月

に
従
二
品
に
進
み
、
都
承
旨
、
礼
曹
・
吏
曹
の
参
判
を
歴
任
し
た
。
閔
謙
鎬
の
実
子

（
閔
謙
鎬
の
兄
で
あ
る
閔
泰
鎬
の
嗣
子
と
な
っ
た
）・
閔
泳
煥
（
一
八
六
一
〜
一
九
〇

五
）
は
閔
泳
翊
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
、
七
八
年
四
月
に
文
科
に
登
第
し
、
八
一

年
二
月
に
は
通
政
大
夫
に
進
み
、
八
二
年
一
月
に
は
都
承
旨
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て

閔
氏
一
族
の
勢
力
は
強
ま
っ
た
が
、
壬
午
軍
乱
に
よ
っ
て
閔
謙
鎬
は
殺
害
さ
れ
る
に
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至
っ
た
。

こ
の
時
期
に
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
領
議
政
李
最
応
、
訓
錬
大

将
・
吏
曹
判
書
・
議
政
府
有
司
堂
上
・
兵
曹
判
書
・
経
理
統
理
機
務
衙
門
事
の
趙
寧

夏
、
吏
曹
判
書
趙
成
夏
、
議
政
府
有
司
堂
上
・
経
理
統
理
機
務
衙
門
事
の
沈
舜
沢
、

戸
曹
判
書
・
吏
曹
判
書
の
金
炳
始
、
京
畿
観
察
使
・
経
理
統
理
機
務
衙
門
事
の
金
輔

鉉
、
都
承
旨
金
永
寿
（
老
論
の
光
山
金
氏
）
ら
で
あ
っ
た
。

（
四
）
閔
台
鎬
の
世
道

一
八
八
二
年
七
月
の
閔
氏
政
権
復
活
か
ら
八
四
年
一
〇
月
の
甲
申
政
変
ま
で
は
、

閔
台
鎬
が
世
道
の
地
位
に
あ
っ
た
。
閔
台
鎬
は
左
賛
成
・
宣
恵
庁
堂
上
・
督
辧
軍
国

事
務
を
歴
任
し
た
。

閔
台
鎬
の
世
道
期
に
お
い
て
、
閔
泳
穆
は
督
辧
交
渉
通
商
事
務
・
吏
曹
判
書
・
兵

曹
判
書
を
、
閔
泳
緯
は
議
政
府
有
司
堂
上
、
礼
曹
・
工
曹
・
兵
曹
の
判
書
を
歴
任
し

た
。
閔
泳
翊
は
遣
米
全
権
大
臣
と
な
る
な
ど
、
お
も
に
外
交
活
動
に
従
事
し
、
一
八

八
四
年
八
月
に
は
親
軍
後
営
使
と
な
っ
た
。
壬
午
軍
乱
の
際
に
王
妃
を
忠
州
の
郷
第

に
匿
っ
て
、
王
妃
の
信
任
を
得
た
閔
応
植
（
一
八
四
四
〜
一
九
〇
三
）
は
、
八
二
年

一
〇
月
に
文
科
に
登
第
し
、
八
三
年
一
〇
月
に
は
戸
曹
参
判
に
進
み
、
都
承
旨
を
経

て
、
八
四
年
七
月
に
平
安
道
観
察
使
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
に
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
議
政
府
有
司
堂
上
・
協
辧
軍

国
事
務
・
右
議
政
の
沈
舜
沢
、
兵
曹
判
書
・
督
辧
軍
国
事
務
の
趙
寧
夏
、
戸
曹
判
書
・

宣
恵
庁
堂
上
・
督
辧
軍
国
事
務
の
金
炳
始
、
議
政
府
有
司
堂
上
・
戸
曹
判
書
の
金
永

寿
、
都
承
旨
・
京
畿
観
察
使
の
沈
相
薫
（
一
八
五
四
〜
一
九
〇
七
。
老
論
の
青
松
沈

氏
。
母
は
閔
致
久
の
娘
）
ら
で
あ
っ
た
。

（
五
）
閔
応
植
の
世
道

一
八
八
四
年
一
〇
月
の
甲
申
政
変
後
か
ら
、
九
〇
年
三
月
ま
で
は
、
閔
応
植
が
世

道
の
地
位
に
あ
っ
た
。
閔
応
植
は
閔
鎮
遠
の
嫡
系
で
あ
る
が
、
王
妃
閔
氏
と
の
血
縁

的
関
係
は
従
来
の
世
道
に
比
し
て
疎
遠
で
あ
っ
た
。
甲
申
政
変
に
よ
っ
て
閔
台
鎬
が

殺
害
さ
れ
、
閔
泳
翊
が
負
傷
す
る
と
い
う
事
情
、
お
よ
び
王
妃
の
信
任
が
厚
か
っ
た

こ
と
が
、
閔
応
植
が
世
道
と
な
り
え
た
要
因
で
あ
る
。
閔
応
植
は
一
八
八
五
年
五
月

に
平
安
道
観
察
使
か
ら
親
軍
左
営
使
に
転
じ
て
中
央
に
戻
り
、
七
月
に
は
工
曹
判
書

に
進
み
、
以
後
、
礼
曹
・
刑
曹
・
吏
曹
・
兵
曹
・
戸
曹
の
判
書
を
歴
任
し
た
。
ま
た

協
辧
内
務
府
事
、
督
辧
内
務
府
事
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
八
八
年
八
月
か
ら
九
〇
年

一
月
ま
で
の
間
、
忠
清
道
清
州
に
新
設
さ
れ
た
三
道
陸
軍
統
禦
使
と
し
て
赴
任
し
て

い
る
。

閔
応
植
と
対
抗
し
た
の
は
、
閔
泳
煥
で
あ
る
。
閔
泳
煥
は
生
父
の
閔
謙
鎬
の
喪
が

明
け
た
一
八
八
四
年
一
二
月
に
再
び
都
承
旨
と
な
り
、
八
五
年
一
月
に
は
工
曹
参
判

に
進
み
、
八
六
年
二
月
に
は
議
政
府
有
司
堂
上
と
な
り
、
八
七
年
一
〇
月
に
は
礼
曹

判
書
に
進
み
、
八
八
年
一
〇
月
に
は
兵
曹
判
書
と
な
っ
て
九
一
年
八
月
ま
で
在
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
親
軍
海
防
使
・
前
営
使
、
協
辧
内
務
府
事
、
督
辧
内
務
府

事
も
歴
任
し
た
。
閔
泳
翊
は
八
五
年
七
月
に
親
軍
左
営
使
と
な
り
、
一
〇
月
に
は
兵

曹
判
書
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
八
六
年
閏
七
月
に
朝
露
秘
密
協
定
問
題
と
関
連
し
て

中
国
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
内
不
在
中
に
も
官
職
の
任
命
が
お
こ
な
わ

れ
、
協
辧
内
務
府
事
か
ら
督
辧
内
務
府
事
に
進
ん
だ
。

こ
の
他
に
、
一
八
八
五
年
に
は
閔
泳
商
、
八
六
年
に
は
閔
致
序
、
八
七
年
に
は
閔

世
鎬
、
八
八
年
に
は
閔
泳
奎
、
八
九
年
に
は
閔
泳
韶
、
九
〇
年
に
は
閔
泳
駿
が
新
し

く
判
書
と
な
っ
た
。
閔
泳
商
は
協
辧
内
務
府
事
、
督
辧
内
務
府
事
、
閔
泳
韶
・
閔
泳



12─　　─

駿
は
協
辧
内
務
府
事
を
兼
ね
た
。
参
判
以
下
を
加
え
る
と
、
閔
氏
一
族
の
勢
力
は
急

速
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
時
期
に
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
領
議
政
沈
舜
沢
、
左
議
政
金

炳
始
、
議
政
府
有
司
堂
上
・
吏
曹
判
書
・
右
議
政
の
趙
秉
世
（
老
論
の
楊
州
趙
氏
）、

議
政
府
有
司
堂
上
・
戸
曹
判
書
・
兵
曹
判
書
・
吏
曹
判
書
・
協
辧
内
務
府
事
・
督
辧

内
務
府
事
の
金
永
寿
、
戸
曹
判
書
・
吏
曹
判
書
・
協
辧
内
務
府
事
・
督
辧
内
務
府
事

の
沈
履
沢
、
宣
恵
庁
堂
上
・
吏
曹
判
書
・
協
辧
内
務
府
事
・
督
辧
内
務
府
事
の
趙
康

夏
（
老
論
の
豊
壌
趙
氏
）
ら
で
あ
る
。

（
六
）
閔
泳
駿
の
世
道

一
八
九
〇
年
三
月
に
閔
泳
駿
（
一
八
五
二
〜
一
九
三
五
）
が
宣
恵
庁
堂
上
（
大
同

法
関
係
の
財
政
を
管
掌
）
に
就
任
し
た
こ
ろ
か
ら
閔
氏
政
権
の
崩
壊
ま
で
は
、
閔
泳

駿
が
世
道
の
地
位
に
あ
っ
た
。
閔
泳
駿
は
訒
斎
派
で
あ
る
が
、
父
・
閔
斗
鎬
（
一
八

二
九
〜
？
）
の
生
父
で
あ
る
閔
致
友
は
閔
致
久
の
実
弟
（
閔
汝
任
後
孫
に
養
子
と

な
っ
た
）
で
あ
る
の
で
（
系
図
４
・
５
参
照
）、
閔
斗
鎬
と
閔
升
鎬
と
は
実
の
従
兄

弟
の
関
係
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
閔
泳
駿
と
王
妃
と
の
血
縁
的
関
係
も
比
較
的
近
い

関
係
に
あ
り
、
こ
の
関
係
は
高
宗
と
王
妃
閔
氏
の
信
任
を
得
る
上
で
の
一
要
因
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
閔
泳
駿
は
八
七
年
一
月
に
従
二
品
に
進
み
、
都
承
旨
や
吏

曹
参
判
を
歴
任
し
、
八
七
年
一
二
月
か
ら
八
九
年
一
一
月
ま
で
平
安
道
観
察
使
に
在

任
し
、
江
華
府
留
守
を
経
て
、
九
〇
年
二
月
に
中
央
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
礼
曹
・

工
曹
・
刑
曹
・
吏
曹
・
兵
曹
の
判
書
を
歴
任
し
、
左
賛
成
に
至
っ
た
。
ま
た
宣
恵
庁

堂
上
、
議
政
府
有
司
堂
上
、
親
軍
経
理
使
、
協
辧
内
務
府
事
・
督
辧
内
務
府
事
も
歴

任
し
た
。

閔
応
植
は
礼
曹
判
書
な
ど
を
経
て
、
一
八
九
三
年
三
月
か
ら
海
沿
摠
制
使
兼
江
華

府
留
守
と
な
っ
た
。
閔
泳
煥
は
兵
曹
判
書
の
の
ち
、
刑
曹
・
吏
曹
の
判
書
を
歴
任
し
、

九
一
年
二
月
ま
で
は
議
政
府
有
司
堂
上
で
あ
り
、
ま
た
協
辧
内
務
府
事
・
督
辧
内
務

府
事
も
歴
任
し
た
。
こ
の
他
に
閔
氏
一
族
で
判
書
に
就
任
し
た
者
、
任
命
さ
れ
た
者

は
七
名
（
閔
泳
商
、
閔
泳
韶
、
閔
泳
翊
、
閔
世
鎬
、
閔
泳
奎
、
閔
泳
愚
、
閔
泳
達
）

で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
閔
氏
一
族
の
協
力
者
で
あ
っ
た
の
は
、
領
議
政
沈
舜
沢
、
左
議
政
趙

秉
世
、
吏
曹
判
書
・
戸
曹
判
書
・
督
辧
内
務
府
事
の
沈
履
沢
、
戸
曹
判
書
・
協
辧
内

務
府
事
・
督
辧
内
務
府
事
の
朴
定
陽
（
老
論
の
潘
南
朴
氏
）、
吏
曹
判
書
・
宣
恵
庁

堂
上
の
沈
相
薫
ら
で
あ
る
。

閔
氏
政
権
に
お
け
る
世
道
は
、
短
期
間
に
移
動
し
た
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

安
東
金
氏
の
金
祖
淳
が
一
八
〇
六
年
の
政
権
掌
握
か
ら
三
二
年
の
死
去
に
至
る
ま
で

世
道
の
地
位
に
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
い
か
に
も
短
い
。
し
か
し
、
そ
の
交
替
は

不
慮
の
死
（
閔
升
鎬
、
閔
謙
鎬
、
閔
台
鎬
）、
病
死
（
閔
奎
鎬
）
に
よ
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、
後
半
期
に
お
け
る
閔
応
植
か
ら
閔
泳
駿
へ
の
交
替
が
唯
一
異
質
で
あ

る
。
一
族
内
部
の
主
導
権
争
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
閔
泳
駿
の
世
道
期
に
閔

応
植
も
閔
泳
煥
も
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
高
官
の
地
位
を
維
持
し
、
か
な
り

の
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
比
較
的
緩
や
か
に
交
替
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
短
期
の
変
動
を
含
み
つ
つ
、
王
妃
の
兄
（
閔
升
鎬
）、
王
妃
の
近
親
（
閔

奎
鎬
・
閔
謙
鎬
・
閔
台
鎬
・
閔
泳
駿
）、
や
や
遠
い
親
族
で
あ
る
が
王
妃
の
信
任
が

厚
い
者
（
閔
応
植
）
を
頂
点
と
し
て
、
驪
興
閔
氏
の
三
房
派
が
結
束
し
て
政
権
を
維
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閔氏政権の成立と展開

持
し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五　

閔
氏
政
権
の
開
化
政
策
・
外
交
政
策

本
節
で
は
、
閔
氏
政
権
の
開
化
政
策
・
外
交
政
策
を
考
え
る
上
で
の
視
点
に
関
し

て
、
若
干
の
問
題
提
起
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
開
化
政
策
へ
の
転
換
と
閔
氏
政
権

一
八
八
〇
年
後
半
以
降
、
高
宗
と
閔
氏
政
権
は
、
欧
米
諸
国
と
も
条
約
を
結
び
、

欧
米
の
制
度
・
技
術
・
文
物
を
導
入
し
て
内
政
の
改
革
を
図
る
政
策
、
開
化
政
策
を

採
用
し
、
展
開
し
は
じ
め
た
。
こ
の
開
化
政
策
へ
の
転
換
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て

重
要
な
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
政
策
転
換
の
主
体
の
と
ら
え
方
で
あ
る
。
従
来
、
金
玉
均
ら
の
努
力
、

高
宗
へ
の
働
き
か
け
が
政
策
転
換
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
実
態
に
即
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
開
化
政
策
へ
の

転
換
を
決
定
し
、
こ
れ
を
推
進
し
た
の
は
、
高
宗
と
閔
氏
政
権
の
上
層
部
で
あ
っ
た
。

金
玉
均
は
、
こ
の
政
策
転
換
に
伴
っ
て
登
用
さ
れ
、
政
権
上
層
部
へ
進
出
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
洪
英
植
は
、
英
祖
初
年
の
老
論
蕩

平
派
の
大
臣
・
洪
致
中
（
一
六
六
七
〜
一
七
三
二
）
の
後
孫
で
あ
り
、
現
職
の
領
議

政
・
洪
淳
穆
（
一
八
一
六
〜
八
四
）
の
息
子
で
あ
っ
た
。
徐
光
範
は
、
英
祖
妃
（
貞

聖
王
后
。
一
六
九
二
〜
一
七
五
七
）
の
父
・
贈
達
城
府
院
君
徐
宗
悌
（
一
六
五
六
〜

一
七
一
九
）
の
後
孫
で
あ
り
、
純
祖
初
期
の
領
議
政
徐
龍
輔
（
一
七
五
七
〜
一
八
二

四
）
の
曾
孫
で
あ
っ
た
。
朴
泳
孝
は
一
八
七
二
年
に 

哲
宗
の
王
女
・
永
恵
翁
主
の

夫
と
な
り
、
錦
陵
尉
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
た
（
翁
主
は
七
二
年
の
う
ち
に
死
去
）。
金

玉
均
も
右
議
政
金
尚
容
（
一
五
六
一
〜
一
六
三
七
）
の
後
孫
で
あ
り
、
純
祖
・
憲
宗
・

哲
宗
の
三
代
に
わ
た
る
外
戚
家
門
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
老
論
の
安
東
金
氏
の
一

員
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
老
論
の
名
門
両
班
の
子
弟
と
し
て
速
や
か
に
昇
進
す
る
こ

と
が
約
束
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
朴
泳
孝
の
よ
う
に
前
王
の
女
婿
と
い
う
高
い
地
位
に

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
利
用
し
て
金
玉
均
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
と

見
る
べ
き
点
が
あ
る
。

第
二
に
、
開
化
政
策
へ
の
転
換
を
可
能
に
し
た
要
因
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
、
開
国
・
開
化
政
策
に
反
対
す
る
勢
力
の
政
治
的
な
結
集
軸
た
る
大

院
君
派
を
閔
氏
政
権
が
周
到
に
抑
圧
し
た
こ
と
で
あ
る（

９
）。

一
八
七
四
年
に
南
人
系
の
儒
生
を
中
心
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
大
院
君
の
復
帰
を

求
め
る
上
疏
は
、
た
だ
ち
に
抑
圧
さ
れ
、
こ
れ
と
関
連
し
て
大
院
君
政
権
期
以
来
の

右
賛
成
・
宣
恵
庁
堂
上
で
あ
っ
た
李
承
輔
（
南
人
の
全
州
李
氏
）
は
全
羅
道
珍
山
郡

に
流
配
さ
れ
、
の
ち
官
に
復
し
た
が
、
勢
力
は
失
わ
れ
て
、
八
〇
年
三
月
に
死
去
し

た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
大
院
君
末
期
の
左
議
政
で
あ
っ
た
姜
㳣
（
北
人
の
清
州

韓
氏
）、
右
議
政
で
あ
っ
た
韓
啓
源
（
南
人
の
清
州
韓
氏
）
を
、
ふ
た
た
び
議
政
に

任
命
す
る
よ
う
な
状
況
は
到
来
し
え
な
く
な
っ
た
。

一
八
八
一
年
一
〇
月
に
は
李
載
先
事
件
に
よ
っ
て
、
大
院
君
派
の
前
承
旨
安
驥
泳

（
南
人
の
順
興
安
氏
）、
前
承
旨
権
鼎
鎬
（
南
人
の
安
東
権
氏
）、
前
承
旨
蔡
東
述
（
南

人
の
平
康
蔡
氏
）
ら
が
死
刑
に
処
さ
れ
た
。

八
三
年
四
月
に
は
、
第
二
次
大
院
君
政
権
時
の
「
王
妃
葬
儀
」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

逆
心
を
い
だ
い
た
行
動
が
あ
っ
た
と
し
て
、
大
院
君
派
の
前
判
書
趙
秉
昌
（
少
論
の

豊
壌
趙
氏
）、
前
判
書
李
会
正
（
北
人
の
全
州
李
氏
）、
前
判
書
任
応
準
（
北
人
の
豊

川
任
氏
）、
前
承
旨
鄭
顕
徳
（
南
人
の
草
渓
鄭
氏
）
ら
が
賜
死
さ
れ
た
。
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こ
れ
ら
一
連
の
措
置
に
よ
っ
て
、
大
院
君
派
の
政
治
勢
力
は
無
力
化
し
、
開
化
政

策
を
遂
行
し
や
す
い
条
件
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
閔
氏
政
権
の
政
治
的
基
盤
が
基
本
的
に
安
定
し
て
き
た
こ
と
が
、
反
対

派
を
抑
え
、
転
換
を
図
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
閔
氏
一
族
が

相
当
数
、
政
権
の
中
枢
に
あ
る
状
態
が
つ
く
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。「
四　

閔
氏

政
権
中
枢
の
変
動
」
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
は
、
閔
謙

鎬
・
閔
台
鎬
の
世
道
の
初
期
、
一
八
七
九
年
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
宗
主
権
強
化
政
策
に
対
す
る
抵
抗
に
つ
い
て

甲
申
政
変
後
、
朝
露
秘
密
協
定
問
題
、
公
使
派
遣
問
題
、
神
貞
王
后
弔
勅
使
問
題

を
め
ぐ
っ
て
、
宗
主
権
の
維
持
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
清
と
、
条
約
を
欧
米
諸
国
と

結
ん
で
い
る
こ
と
を
活
用
し
て
自
立
を
志
向
す
る
高
宗
・
王
妃
と
閔
氏
一
族
の
一
部

と
の
対
立
が
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
一
に
、
こ
の
よ
う
な
抵
抗
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
し
た
要
因
は
何
か
、
国

際
政
治
の
面
、
国
内
政
治
の
面
の
両
面
か
ら
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
抵
抗
し
た
主
体
の
論
理
、
ま
た
、
ど
こ
ま
で
抵
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
、
一
八
九
一
年
以
降
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
か
の
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
各
節
の
関
連
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
論
考
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

細
部
を
調
査
中
に
、
全
体
像
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
て
み
よ
う
と
す
る
こ
と
に

伴
う
無
理
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
を
二
つ
指

摘
し
て
、
報
告
を
終
え
た
い
。

第
一
に
、
権
力
構
造
、
権
力
編
成
の
原
理
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
中
央
高
官
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
の
中
下
級
官
僚
、
地
方
官
、
武
官
の
分
析

に
対
象
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
閔
氏
政
権
の
諸
政
策
を
考
察
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
よ
り
本
格
的
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
開
化
政
策
・
外
交
政
策
の
一
部
に
つ
い
て
述
べ

た
こ
と
が
、
こ
の
課
題
に
接
近
す
る
一
つ
の
糸
口
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注（
１
）「
閔
氏
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
考
察
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
二
七
集
、
一

九
九
〇
年
三
月
。
以
下
、
拙
稿
Ａ
と
す
る
）。

（
２
）
本
稿
は
、
拙
稿
Ａ
と
「
閔
氏
政
権
の
権
力
構
造
と
そ
の
開
化
政
策
・
外
交
政
策
」（『
日
韓

歴
史
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』「
東
ア
ジ
ア
認
識
」
研
究
会
、

二
〇
〇
四
年
三
月
。
以
下
、
拙
稿
Ｂ
と
す
る
）
と
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
後
の
調
査
で
得
ら

れ
た
知
見
を
加
え
て
、
補
訂
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
各
時
期
に
お
け
る
議
政
・
判
書
就
任
者
、
参
判
就
任
者
、
参
議
就
任
者
の
党
派
別
構
成
姓

氏
別
構
成
の
分
析
結
果
は
、
拙
稿
「
大
院
君
政
権
期
の
権
力
構
造
─
政
権
上
層
部
の
構
成
に

関
す
る
分
析
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
。
以
下
、
拙
稿

Ｃ
と
す
る
）、
拙
稿
「
閔
氏
政
権
前
半
期
の
権
力
構
造
─
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
分

析
─
」（
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
社
会
の
史
的
展
開
と
東
ア
ジ
ア
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年

四
月
。
以
下
、
拙
稿
Ｄ
と
す
る
）、
拙
稿
「
閔
氏
政
権
後
半
期
の
権
力
構
造
─
政
権
上
層
部
の
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閔氏政権の成立と展開

構
成
に
関
す
る
分
析
─
」（『
朝
鮮
文
化
研
究
』
第
二
号
、
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
、

一
九
九
五
年
三
月
。
以
下
、
拙
稿
Ｅ
と
す
る
）
に
よ
る
。

　
　
　

た
だ
し
、
各
論
文
発
表
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
集
計
数
を
訂
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以

下
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
大
院
君
政
権
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
、
参
判
就
任

者
に
つ
い
て
訂
正
を
し
た
。
議
政
判
書
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
分
類
不
明
と
し
て
い
た
慶
州

李
氏
の
李
容
象
は
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
南
人
の
李
明
迪
は
慶
州
李
氏
と
し
た
の
は
誤

り
で
、
延
安
李
氏
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
Ｃ
、
一
四
四
頁

に
お
い
て
、
議
政
判
書
就
任
者
の
党
派
別
構
成
に
関
し
て
「
老
論
七
八
、
…
…
分
類
不
明
一
」

と
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
「
老
論
七
九
…
…
」
と
訂
正
し
た
。
参
判
就
任
者
に
つ
い
て
は
、

分
類
不
明
と
し
て
い
た
驪
興
閔
氏
の
閔
胄
顕
は
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
（
そ

の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
二
の
（
一
）
を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
Ｃ
、
一
四
八
頁

に
お
い
て
は
、
参
判
就
任
者
の
党
派
別
構
成
を
「
老
論
七
三
…
…
分
類
不
明
三
」
と
し
て
い

た
が
、
本
稿
で
は
「
老
論
七
四
…
…
分
類
不
明
二
」
と
訂
正
し
た
。

　
　
　

第
二
に
、
閔
氏
政
権
前
半
期
の
参
判
就
任
者
、
参
議
就
任
者
に
つ
い
て
訂
正
を
し
た
。
参

判
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
少
論
と
し
て
い
た
驪
興
閔
氏
の
閔
羲
軾
は
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ

と
（
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
二
の
（
一
）
を
参
照
）、
老
論
の
昌
原
黄
氏
に
黄
鍾
奎

を
追
加
す
べ
き
こ
と
、
少
論
の
潘
南
朴
氏
に
朴
斉
万
を
追
加
す
べ
き
こ
と
、
南
人
の
金
宗
泰

は
善
山
金
氏
で
は
な
く
、
豊
山
金
氏
に
訂
正
す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙

稿
Ｄ
、
四
七
三
頁
に
お
い
て
は
、
参
判
就
任
者
総
数
二
〇
〇
名
、
老
論
一
一
三
と
し
て
い
た
が
、

本
稿
で
は
総
数
二
〇
二
名
、
老
論
一
一
五
と
訂
正
し
た
。
少
論
・
南
人
に
つ
い
て
は
結
果
的

に
変
更
無
し
で
あ
る
。
参
議
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
老
論
の
平
山
申
氏
に
申
泰
観
を
追
加
す

べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
Ｄ
、
四
七
八
頁
に
お
い
て
参
議
就
任
者
総
数

二
四
〇
名
、
老
論
一
一
〇
と
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
総
数
二
四
一
名
、
老
論
一
一
一
と
訂

正
し
た
。

　
　
　

第
三
に
、
閔
氏
政
権
後
半
期
の
参
判
就
任
者
、
参
議
就
任
者
に
つ
い
て
訂
正
を
し
た
。
参

判
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
前
半
期
と
同
様
に
閔
羲
軾
を
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
少
論
と

し
て
い
た
大
邱
徐
氏
の
徐
珩
淳
を
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
分
類
不
明
と
し
て
い
た
青
松

沈
氏
の
沈
寅
沢
を
老
論
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
分
類
不
明
と
し
て
い
た
豊
壌
趙
氏
の
趙
万
赫

お
よ
び
平
壌
趙
氏
の
趙
存
斗
と
を
参
判
就
任
者
か
ら
亜
尹
就
任
者
に
訂
正
す
べ
き
こ
と
（
参

判
就
任
者
か
ら
は
除
く
べ
き
こ
と
）、
分
類
不
明
と
し
て
い
た
安
義
林
氏
の
林
俊
養
は
参
判
就

任
者
か
ら
除
く
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
Ｅ
、
一
〇
六
頁
に
お
い
て
は
、

参
判
就
任
者
総
数
二
三
七
名
、
老
論
一
三
八
、
少
論
五
五
、
分
類
不
明
二
〇
と
し
て
い
た
（
老

論
の
集
計
に
ミ
ス
が
あ
っ
て
一
三
七
で
、
総
数
は
二
三
六
名
が
正
し
い
こ
と
も
分
か
っ
た
）

が
、
本
稿
で
は
総
数
二
三
三
名
、
老
論
一
四
〇
、
少
論
五
三
、
分
類
不
明
一
六
と
訂
正
し
た
（
分

類
不
明
は
表
１
で
は
省
略
し
て
い
る
）。
参
議
就
任
者
に
つ
い
て
は
、
本
貫
不
明
と
し
て
い
た

朴
用
元
は
老
論
の
潘
南
朴
氏
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
老
論
の
南
陽
洪
氏
に
洪
在
正
を
追
加
す

べ
き
こ
と
、
少
論
に
咸
陽
呂
氏
の
呂
圭
益
を
追
加
す
べ
き
こ
と
、
本
貫
不
明
と
し
て
い
た
黄

基
河
を
西
北
人
の
黄
州
黄
氏
と
訂
正
す
べ
き
こ
と
、
松
都
人
の
河
浜
李
氏
の
李
東
旭
を
削
除

す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙
稿
Ｅ
、
一
〇
七
頁
に
お
い
て
は
、
参
議
就
任

者
総
数
三
二
五
名
、
老
論
一
五
二
、
少
論
六
四
、
西
北
人
七
、
松
都
人
一
、
本
貫
不
明
六
と

し
た
が
、
本
稿
で
は
総
数
三
二
六
名
、
老
論
一
五
四
、
少
論
六
五
、
西
北
人
八
、
松
都
人
〇
、

本
貫
不
明
四
と
訂
正
し
た
（
本
貫
不
明
・
西
北
人
は
表
１
で
は
省
略
し
て
い
る
）。

（
４
）
拙
稿
Ｃ
に
お
い
て
は
、
参
議
就
任
者
に
つ
い
て
は
分
析
を
省
略
し
た
。
そ
れ
は
、『
承
政
院

日
記
』
に
お
け
る
六
曹
参
議
及
び
兵
曹
参
知
の
就
任
者
に
関
す
る
記
録
が
一
八
六
五
、
六
六

年
の
分
が
ほ
と
ん
ど
欠
け
て
お
り
、
不
完
全
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
該
当
の
七

官
職
就
任
者
の
記
録
の
存
在
す
る
期
間
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
、
八
二
・
二
％
で
あ
る
の
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で
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
把
握
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
拙
稿
Ｃ
の
修
正
版
（
未
発
表
）
で
は
、

参
議
就
任
者
も
分
析
対
象
と
し
た
。
そ
の
分
析
結
果
の
一
端
を
本
稿
の
表
１
に
示
し
た
。

（
５
）
驪
興
閔
氏
略
系
図
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
韓
国
学
研
究
院
所
蔵
の
『
驪
興
閔
氏
族
譜
』

（
閔
致
序
等
補
編
、
一
八
八
九
年
）
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。

（
６
）
本
節
の
典
拠
は
、『
承
政
院
日
記
』・『
日
省
録
』・『
万
姓
大
同
譜
』・
黄
玹
『
梅
泉
野
録
』（
韓

国
史
料
叢
書
第
一
、
ソ
ウ
ル
・
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
五
五
年
）
及
び
前
掲
『
驪
興
閔
氏

族
譜
』
な
ど
で
あ
る
。

（
７
）
南
延
君
夫
人
の
生
没
年
は
、
宗
正
院
編
『
璿
源
続
譜
』（
元
宗
〜
荘
祖
子
孫
録
、
一
九
〇
二

年
刊
）
の
延
齢
君
派
譜
に
よ
っ
た
。

（
８
）
本
節
の
原
型
は
、「
閔
氏
政
権
の
中
枢
部
の
特
質
」（『
東
北
亜
』
第
七
集
、
東
北
亜
研
究
院
、

一
九
九
八
年
七
月
、
金
東
明
氏
の
韓
国
語
訳
に
よ
り
発
表
）
の
第
四
節
「
閔
氏
政
権
期
の
権

力
中
枢
の
移
動
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
補
訂
を
加
え
て
、
拙
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閔氏政権の成立と展開
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閔氏政権の成立と展開

表２　閔氏政権前半期における老論・驪興閔氏の参議・承旨以上就任者一覧

〔凡例〕　（表２も同じ）
①�人名の後に、生没年、生員試・進士試・文科の及第年（または武科及第者・蔭官であることの表示）、品階の昇進の年月、就任した

官職を記した。就任した官職には、厳密に言うと、任命されたけれども就任しなかった官職の場合も含む。
②�品階は次のように略した。正１品の大匡輔国崇禄大夫・輔国崇禄大夫は大匡輔国・輔国と略し、従１品（崇禄大夫・崇政大夫）、正

２品（正憲大夫・資憲大夫）、正３品堂上官（通政大夫）は大夫を省き、折衝将軍（武官の正３品堂上官の品階）は折衝と略した。
③�官職は、正官（正３品堂上官以上）、議政府有司堂上及び宣恵庁堂上、奎章閣の官職、弘文館・藝文館の大提学・提学、世子侍講院

の堂上官（賓客・輔徳・兼輔徳）、軍営長官、新設衙門（統理機務衙門、統理軍国事務衙門、統理交渉通商事務衙門、内務府など）
の堂上官の順に記した。

④�官職名は、吏曹判書→吏判、吏曹参判→吏参、吏曹参議→吏議、兵曹参知→兵知、弘文館提学→弘提、藝文館提学→藝提のように、
略した。世子侍講院の４賓客は一括して賓客、承政院の都承旨以外の５承旨は一括して承旨と記した。

閔蓍重の後孫　　　　　１名
・閔徳鎬（1811～1886）　1840生員／82.1通政、84.3嘉善／工参
・閔泳駿（1852～1935）　1877文科／81.9通政／承旨、大司成、寧辺府使
・閔斗鎬（1832～ ？ ）　1880.12通政／黄州牧使、驪州牧使、承旨
閔鼎重の後孫　　　　　４名

・閔亀鎬（定鎬より改名）　（1804～1886）　蔭／1873.7通政、79.2嘉善、83.1嘉義／工議、工参、戸参
・閔昌植（1841～1882）　1874文科／74.5通政、82.1嘉善／承旨、礼議、大司諫、慶州府尹、大司成、戸参／輔徳、兼輔徳
閔維重の後孫　　　　　17名

・閔致久（1795～1874）　蔭／1866.3輔国／判敦寧府事
・閔致庠（1825～1888）　1843進士、46文科／69.5資憲、76.1正憲、76.. 閏５崇政、78.1崇禄／水原府留守、戸判、吏判、刑判／藝提

／賓客／経理統理機務衙門事
・閔泳緯（1818～1886）　1848文科／73.4資憲、82.4崇政、83.8輔国／江原道観察使、知敦寧府事、平安道観察使、吏判、水原府留守、

礼判、工判、知中枢府事、判敦寧府事、兵判／議政府有司堂上／弘提／賓客
・閔奎鎬（1836～1878）　1858生員、58文科／69.1嘉善、74.10資憲、75.4崇政、76.2輔国、78.10大匡輔国／吏参、都承旨、礼参、右参

賛、判尹、吏判、知中枢府事、判敦寧府事、礼判、右議政／直提学、提学／賓客／御営大将、武衛都統使
・閔謙鎬（1838～1882）　1866文科／72.12嘉善、77.7資憲、78.2崇政、79.12輔国／工参、都承旨、吏参、左尹、副提学、刑判、兵判、

知中枢府事、吏判、礼判、判尹、判敦寧府事／議政府有司堂上、宣恵庁堂上／賓客／禁衛大将、武衛都統使、御営大将、摠
戎使／経理統理機務衙門事

・閔台鎬（1834～1884）　1858進士、70文科／70.9通政、74.9嘉善、79.12資憲、80.10崇政、82.1崇禄、82.2輔国／黄海道観察使、京畿
観察使、戸参、吏参、刑判、吏判、礼判、知敦寧府事、右参賛、左参賛、兵判、知中枢府事、判敦寧府事、左賛成、兼工判、
兼開城府留守／宣恵庁堂上／弘提、藝提、大提学／賓客、世子弐師／摠戎使、御営大将、武衛都統使／経理統理機務衙門事、
督辧軍国事務、鋳銭所堂上、典圜局管理事務、恵商公局勾管堂上

・閔泳穆（1826～1884）　1871文科／74.7通政、75.2嘉善、76.7嘉義、79.2資憲、81.8正憲、82.8崇政、83.9崇禄／承旨、刑議、大司成、
吏議、右尹、礼参、都承旨、吏参、広州府留守、工判、礼判、知中枢府事、刑判、判尹、吏判、左参賛、右参賛、兵判、判
敦寧府事、江華府留守／議政府有司堂上／直閣、提学／弘提、藝提／兼輔徳、賓客／総理畿沿海防事務／督辧交渉通商事務

・閔泳商（1829～ ？ ）　1855進士、72文科／75.1通政、79.3嘉善／兵知、承旨、成川府使、大司成、吏議、礼参、都承旨、吏参、右
尹

・閔泳翊（1860～1914）　1877文科／78.2通政、79.12嘉善、81.12嘉義／承旨、都承旨、副提学、吏議、大司成、戸参、吏参／議政府
副有司堂上・有司堂上／待教、直提学／兼輔徳／禁衛大将、右営使／権知協辧交渉通商事務、遣米全権大臣、協辧軍国事務

・閔致万（1802～1884）　1834生員／75.2通政、81.1嘉善／戸参
・閔泳奎（1847～1922）　1875文科／79.2通政、82.2嘉善／承旨、兵知、吏議、刑参／輔徳
・閔致序（1817～1891）　1844生員／71.8通政、82.2嘉善／驪州牧使、承旨、伊川府使、慶州府尹、黄海道観察使、戸参、江原道観察

使
・閔応植（1844～1903）　1882文科／82.12通政、83.10嘉善／承旨、刑議、吏議、副提学、大司成、戸参、右尹、忠州牧使、都承旨、

平安道観察使／兼輔徳／後営監督／参議軍国事務、協辧軍国事務
・閔泳煥（1861～1905）　1878文科／81.2通政／承旨、大司成、都承旨、吏議／兼輔徳
・閔丙奭（1858～1940）　1879文科／82.3通政／承旨、副提学、吏議、大司成／直閣／兼輔徳／参議軍国事務
・閔泳韶（1852～ ？ ）　1881文科／82.12通政／承旨、吏議／待教／輔徳、兼輔徳
・閔璟鎬（喆鎬より改名）（1823～1888）　蔭／1883.11通政／承旨
その他の系統　　　　　２名

・閔羲軾（1829～ ？ ）　1860文科／67.9通政、80.5嘉善／分兵議、右尹、兵参
・閔泳愚（1821～ ？ ）　蔭／1884.8通政／工議

表３　閔氏政権後半期における老論・驪興閔氏の参議・承旨以上就任者一覧

閔蓍重の後孫　　　　　５名
・閔世鎬（1805～ ？ ）　1875.2通政、84.1嘉善、87.3嘉義、87.4資憲、94.1正憲、94.2崇政／戸参、工判
・閔泳駿（1852～1935）　1877文科／81.9通政、87.1嘉善、87.10嘉義、89.10資憲、90.9正憲、90.11崇政、92.7崇禄、93.5輔国／寧辺府使、

承旨、吏議、戸議、刑参、吏参、右尹、都承旨、工参、平安道観察使、江華府留守、刑判、礼判、工判、知敦寧府事、左参
賛、判敦寧府事、知中枢府事、吏判、兵判、左賛成／議政府有司堂上、宣恵庁堂上／直提学、提学／藝提、弘提／兼輔徳、
賓客、世子弐師／経理使、摠禦使／参議内務府事、協辧内務府事、督辧内務府事、駐箚日本辨理大臣、錬武公院辨理事務、
機器局総辧

・閔斗鎬（1832～ ？ ）　1880.12通政、86.6嘉善、90. 閏２資憲、90.7崇政、92.5禄／刑議、工議、工参、右尹、刑参、春川府使、春
川府留守／督辧内務府事

・閔正植（1848～ ？ ）　1882文科／85.10通政、87.10嘉善、90.1嘉義／刑議、承旨、大司成、吏議、刑参、左尹、右尹、刑参、副提学、
吏参、都承旨、慶尚道観察使、全羅道観察使／直提学／兼輔徳、輔徳

・閔泳国（1845～ ？ ）　1887文科／90.1通政、92.1嘉善／刑議、大司成、承旨、吏議、刑参、右尹
・閔泳稷（1824～ ？ ）　1889.6?　通政、92. 閏６嘉善／慶州府尹、承旨、工参
・閔泳粛（1832～ ？ ）　1892.9　通政／工議、錦山郡守、承旨
閔鼎重の後孫　　　　　３名

・閔丙漢（1861～ ？ ）　1889文科／91.4通政／大司成、承旨、戸議、礼議、義州府尹、寧辺府使、安岳郡守、吏議／待教
閔維重の後孫　　　　　27名

・閔泳緯（1818～1886）　1848文科／83.8輔国／吏判、左賛成
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・閔応植（1844～1903）　1882文科／83.10嘉善、85.7資憲、87.8崇政、91.12崇禄／平安道観察使、工参、吏参、工判、判尹、知敦寧
府事、礼判、刑判、吏判、兵判、知中枢府事、判敦寧府事、戸判、三道陸軍統禦使、左参賛、海沿摠制使兼江華府留守／提
学／弘提、藝提／賓客／左営使／協辧内務府事、督辧内務府事、商理局総辧、育英公院辨理事務

・閔泳商（1829～ ？ ）　1855進士、72文科／79.3嘉善、85.8資憲、89.10正憲、90.1崇政、90.3崇禄、90.9輔国／工判、刑判、忠清道観
察使、判尹、知中枢府事、戸判、吏判、工判、判敦寧府事、礼判、水原府留守／藝提、弘提／賓客

・閔泳翊（1860～1914）　1877文科／81.12嘉義、85.10資憲、89.1崇政、91.7崇禄／兵判、判尹、吏判、刑判、判敦寧府事、左参賛、
礼判／提学／弘提、藝提／右営使、統衛使／協辧内務府事、督辧内務府事、典圜局管理、礦務局総辧、錬武公院辨理事務

・閔致序（1817～1891）　1844生員／80.5嘉善、85.6資憲、87.5正憲、88.10崇政／江原道観察使、広州府留守、工判、判尹
・閔泳煥（1861～1905）　1878文科／81.2通政、85.10嘉善、87.7嘉義、87.10資憲、88.3正憲、91.4崇政／工参、都承旨、副提学、吏参、

開城府留守、右尹、礼参、刑判、礼判、兵判、判尹、左参賛、吏判／議政府有司堂上／直提学、提学／弘提、藝提／兼輔徳、
輔徳、賓客、／総理畿沿海防事務、畿沿海防使、前営使／協辧内務府事、督辧内務府事、典圜局総辧、機器局総辧、商理局
総辧

・閔泳奎（1847～1922）　1875文科／82.2嘉善、88.1資憲、92.9正憲、93.8崇政／承旨、慶州府尹、寧辺府使、江華府留守、刑判、知
敦寧府事、礼判、判尹、右参賛、吏判、京畿観察使、水原府留守、兵判／協辧内務府事、督辧内務府府事

・閔泳韶（1852～ ？ ）　1881文科／82.12通政、86.1嘉善、89.5資憲、90.12正憲、91.7崇政、93.10崇禄／分兵知、春川府使、礼参、吏
参、副提学、右尹、都承旨、工参、戸参、刑判、広州府留守、吏判、礼判、左参賛、右参賛、兵判、判尹、工判／議政府有
司堂上／直提学／弘提／輔徳、賓客／協辧内務府事、督辧内務府事

・閔泳達（1859～ ？ ）　1885文科／88.12通政、90.3嘉善、91.7嘉義、92.10資憲／承旨、大司成、刑議、礼議、戸議、副提学、吏議、
兵議、刑参、吏参、都承旨、礼判、知敦寧府事、右参賛／直閣／輔徳、兼輔徳／参議内務府事、協辧内務府事、育英公院辨
理事務

・閔丙奭（1858～1940）　1879文科／82.3通政、85.10嘉善、90.1嘉義、91.5資憲／都承旨、戸参、吏参、右尹、礼参、江華府留守、平
安道観察使／議政府有司堂上／直提学／兼輔徳／協辧内務府事、協辧交渉通商事務、育英公院辨理事務、礦務会辧

・閔吉鎬（1829～ ？ ）　1864進士／86.6通政、86.6嘉善／光州牧使、工参
・閔璟鎬（1823～1888）　1883.11通政、87. 閏４嘉善／工参、右尹
・閔炯植（肯植より改名）（1859～ ？ ）　武科／1885.1通政、1885.4嘉善、88.12嘉義／承旨、兵議、寧辺府使、左尹、兵参、右尹、

驪州牧使、忠州牧使、統制使／嶺南礦務会辧
・閔丙承（丙粛より改名）（1866～ ？ ）　1882文科／86.12通政、90.2嘉善／承旨、大司成、刑議、戸議、副提学、工議、吏議、礼参、

吏参、右尹、都承旨、礼参／待教、直提学／兼輔徳、輔徳／参議内務府事、協辧内務府事
・閔京鎬（正鎬より改名）（1863～ ？ ）　1880文科／86.1通政、90.9嘉善、93.4嘉義／刑議、大司成、承旨、南陽府使、順天府使、吏

議、刑参、吏参、右尹、工参、戸参、礼参／直閣
・閔宗植（1861～ ？ ）　1882文科／88.1通政、91.1嘉善、92.3嘉義／刑議、大司成、大司諫、承旨、吏議、副提学、礼参、吏参、刑参、

左尹、都承旨／直提学／兼輔徳
・閔啓鎬（1859～ ？ ）　1874進士、79文科／89.10通政、91.4嘉善、93.1嘉義／刑議、大司成、承旨、大司諫、吏議、刑参、吏参、右

尹、大司憲
・閔泳綺（1858～1929）　武科／1880.7折衝、89.10嘉善、92.5嘉義／礪山府使、瑞山郡守、南陽府使、黄海兵使、平安兵使、右尹、忠

州牧使、左尹、尚州牧使
・閔亨植（愚植より改名）（1860～ ？ ）　1887文科／90.3通政、92.7嘉善／刑議、大司成、承旨、副提学、吏議、刑参、右尹、吏参、

江原道観察使／待教、直提学／輔徳
・閔致長（1811～ ？ ）　1882.1通政、85.1嘉善／戸参
・閔泳喆（泳轍より改名）（1864～ ？ ）　1885進士・文科／1893.2通政、94.2嘉善／承旨、大司成、礼議、吏議、刑参、右尹、戸参、

進賀兼謝恩副使／直閣／参議交渉通商事務
・閔泳敦（1863～ ？ ）　1879進士、86文科／90.9通政／工議、承旨、大司成、刑議、東萊府使
・閔泳瓉（1873～ ？ ）　1879文科／91.7通政／大司成、刑議、承旨
・閔致憲（1844～ ？ ）　1887文科／92.3通政、93.5嘉善／工議、承旨、刑議、大司諫、吏議、大司成、成川府使、霊光郡守、兵参、

慶州府尹
・閔泳琦（1873～ ？ ）　1890文科／92.5通政／大司成、刑議、承旨、兵知
・閔商鎬（1870～1933）　1891文科／93.12通政／工議、刑議、承旨、礼議／参議交渉事務、育英公院参理
・閔致駿（ ？ ～ ？ ）　蔭／1894.2通政／工議
閔汝健の諸弟の後孫　　　　　４名

・閔敬鎬（1822～1895）　武科／？　折衝、1886.2嘉善、92.1資憲／黄海兵使、統禦使、統制使、右尹、兵参、判尹
・閔泳玉（泳国より改名）（1853～ ？ ）　武科／1882.3折衝、90.11嘉善、91.5嘉義／渭原郡守、群山鎮僉使、黄海水使、承旨、右尹、

兵参、平安兵使、統制使
・閔泳柱（1846～ ？ ）　1880進士、87文科／92.3通政、93.5嘉善／礼議、承旨、吏議、刑議、大司成、刑参、兵参、工参、戸参／直

閣／参議内務府事、協辧内務府事
・閔泳寿（1842～ ？ ）　1882進士・文科／91.12通政／慶州府尹、霊光郡守、承旨
その他の系統　　　　　４名

・閔羲軾（1829～ ？ ）　1860文科／80.5嘉善／兵参
・閔泳愚（1824～ ？ ）　蔭／1884.8通政、88.2嘉善、90.9資憲、93.2正憲／承旨、江陵府使、光州牧使、開城府留守、戸参、右尹、刑

参、刑判、工判
・閔観植（1825～1886）　蔭／1886.7通政／工議
・閔馨植（1817～ ？ ）　蔭／90.12通政／工議
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閔氏政権の成立と展開

Establishment and Development of the Min Clan Government

KASUYA Kenichi

This paper identifies the political power structure of the Min clan government 
which was established in 1873 and continued until 1894, and briefly considers its 
government policies. 

 First, the time period of the Min Clan government is divided into two parts, and 
by including the preceding Daewon-gun government, these three periods were 
considered. According to analysis of the political structure of higher officials of the 
central government by faction and surname, political power of No Ron-pa (老論派) 
and his Yeoheung Min clan (驪興閔氏) gradually increased. 

Second, after considering the history and genealogy of the Min clan, the range of 
political power and control by the Min clan could be identified as follows: 
Descendants (Sam Bang Branch (三房派)) of three brothers, namely Min Si-jung (閔
蓍重), Min Jeong-jung (閔鼎重), and Min Yu-jung (閔維重) were central to the 
family. Furthermore, the family was a coalition of families which were 
complemented by descendants of the brothers of Min Yeo-geon (閔汝健), great-
grandfather of the three brothers. 

Third, also by considering the history and genealogy of the Yeo Heung Min clan 
(驪興閔氏), factors contributing to gaining of political power by the Sam Bang-pa (三
房派) of Yeo Heung Min clan (驪興閔氏) could be identified. (1) For two successive 
generations, Nam Yeo-gun (南延君) and Heungseon-gun (Daewon-gun) (興宣君 (大
院君)) became maternal relatives of the royal family. This favorable condition was 
conducive to becoming a maternal relative of Gojong (高宗), son of Heungseon-gun 
(興宣君). (2) Political influence of No Ron-pa (老論派) of the Yeo Heung Min clan (驪
興閔氏) recovered and expanded during the rulership of the Daewong-gun (大院君) 
government.      

Fourth, changes in the central organization of the government were considered 
based on analysis of the composition of top-ranking government officials. It should 
be noted that the Sam Bang-pa (三房派) united around central figures (Sedo (世道)) 
of the government (which constantly shifted) to retain political power.  

Fifth, as a first step to further full-scale consideration of the political policies of 
the Min Clan government, some issues were raised concerning the open-door policy 
and the diplomatic policy. In particular, concerning the open-door policy, it was 
pointed out that appropriate evaluation must be made concerning two factors which 
made possible the conversion to the open-door policy: (1) Central figures in the 
conversion to the policy were Gojong (高宗) and the top-ranking officials of the Min 
Clan government, (2) The Min Clan government suppressed the influence of the 
Daewong-gun-pa (大院君派) which opposed the open-country policy and the open-
door policy. 




